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(57)【要約】
【課題】  階調特性を変化させることなくフリッカ現象
を低減させる。
【解決手段】  各ソースドライバ３内の階調電圧生成回
路１６に、第Ｘ階調の正極性階調電圧ＶＨＸおよび第Ｘ
階調の負極性階調電圧ＶＬＸを電荷引き込み量Δだけ増
加させる階調電圧調整部１６ａを設ける。ゲート信号線
方向の電荷引き込み量ΔＶの傾斜に合わせて、ドライバ
単位で正負極性階調電圧のセンター値を調整することに
よって、階調特性を変動させることなく、フリッカ現象
を抑制することができる。また、転写ブロックにおける
電荷引き込み量ΔＶの水平方向および垂直方向の偏差に
合わせて、１フレーム内で１水平ラインまたは複数ライ
ン毎に正負極性階調電圧のセンター値を調整することに
よって、階調特性を変動させることなく、フリッカ現象
を抑制することができる。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
  表示用の階調電圧が生成される階調電圧生成回路が設けられ、複数の走査信号線と複数
の映像信号線とが互いに交差して設けられ、両信号線で区切られた絵素部が２次元状に複
数配設され、映像データ信号に応じた該階調電圧が各絵素部毎に供給されて表示を行う液
晶表示装置において、
  該階調電圧生成回路に、第Ｘ階調の正極性階調電圧ＶＨ（Ｘ）および該第Ｘ階調の負極
性階調電圧ＶＬ（Ｘ）を、対応する映像信号線に接続された絵素部の調整電圧だけ増加さ
せて電圧調整する階調電圧調整部が設けられている液晶表示装置。
【請求項２】
　前記複数の映像信号線に前記階調電圧を供給するソースドライバに該階調電圧および各
種制御信号を出力するコントロールＩＣが設けられ、該コントロールＩＣ内に前記階調電
圧生成回路が設けられている請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記複数の映像信号線に前記階調電圧を供給するソースドライバが設けられ、該ソース
ドライバ内に前記階調電圧生成回路が設けられている請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
  複数の走査信号線と複数の映像信号線とが互いに交差して設けられ、両信号線で区切ら
れた絵素部がマトリクス状に複数配設された表示部と、
  該表示部の周辺に所定数の映像信号線毎に設けられ、正極性または負極性の階調電圧を
映像信号として該映像信号線に選択的に供給する複数のソースドライバと、
  該表示部の周辺に所定数の走査信号線毎に設けられ、各絵素部駆動用の走査信号を該走
査信号線に選択的に供給する複数のゲートドライバとを有し、
  各ソースドライバ内にそれぞれ、表示用の階調電圧が生成される階調電圧生成回路がそ
れぞれ設けられ、該階調電圧生成回路に、第Ｘ階調の正極性階調電圧ＶＨ（Ｘ）および該
第Ｘ階調の負極性階調電圧ＶＬ（Ｘ）を、対応する映像信号線に接続された絵素部の調整
電圧だけ増加させて電圧調整する階調電圧調整部が設けられている液晶表示装置。
【請求項５】
  前記絵素部は、前記両信号線の交差部近傍の走査信号線が制御端子に接続され、該交差
部近傍の映像信号線が一方駆動領域に接続されたスイッチ素子と、該スイッチ素子の他方
駆動領域が接続された絵素電極とを有する請求項１～４のいずれかに記載の液晶表示装置
。
【請求項６】
  前記階調電圧調整部は、１フレーム内において一または複数の映像信号線毎に、前記第
Ｘ階調の正極性階調電圧ＶＨ（Ｘ）および該第Ｘ階調の負極性階調電圧ＶＬ（Ｘ）を、対
応する映像信号線に接続された絵素部の調整電圧だけ増加させて電圧調整する請求項１～
４のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項７】
  前記階調電圧調整部は、１フレーム内において一または複数の走査信号線毎に、前記第
Ｘ階調の正極性階調電圧ＶＨ（Ｘ）および該第Ｘ階調の負極性階調電圧ＶＬ（Ｘ）を、対
応する走査信号線に接続された絵素部の調整電圧だけ増加させて電圧調整する請求項１～
４および６のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項８】
  前記階調電圧調整部は、前記ソースドライバ単位で、前記第Ｘ階調の正極性階調電圧Ｖ
Ｈ（Ｘ）および該第Ｘ階調の負極性階調電圧ＶＬ（Ｘ）を、対応する映像信号線に接続さ
れた絵素部の調整電圧だけ増加させて電圧調整する請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
  前記階調電圧調整部は、前記ゲートドライバ単位で、前記第Ｘ階調の正極性階調電圧Ｖ
Ｈ（Ｘ）および該第Ｘ階調の負極性階調電圧ＶＬ（Ｘ）を、対応する走査信号線に接続さ
れた絵素部の調整電圧だけ増加させて電圧調整する請求項４または８に記載の液晶表示装
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置。
【請求項１０】
  前記調整電圧は、前記走査信号線方向の電荷引き込み量ΔＶの傾斜に合わせて設定され
る請求項６または８に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
  前記調整電圧は、前記映像信号線方向の電荷引き込み量ΔＶの傾斜に合わせて設定され
る請求項７または９に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
  前記調整電圧は、複数領域分割転写により生じる電荷引き込み量ΔＶのパネル面内偏差
が水平方向および／または垂直方向の偏差である場合に、転写ブロックの水平方向および
／または垂直方向の電荷引き込み量ΔＶの偏差に合わせて設定される請求項６～１１のい
ずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記階調電圧調整部は、前記一または複数の走査信号線の選択駆動タイミング毎に、ま
たは前記ゲートドライバの駆動タイミング単位で、前記調整電圧が加算された電圧または
これに対応した電圧を、対応する走査信号線に接続された絵素部の電荷引き込み量ΔＶに
最適なように時間軸で変化させる請求項７または９に記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
  前記階調電圧調整部は、前記第Ｘ階調の正極性階調電圧ＶＨ（Ｘ）を間に含む階調電圧
範囲の最低値と最高値を当該階調電圧範囲と共に前記調整電圧だけ高くするようにシフト
させ、該第Ｘ階調の負極性性階調電圧ＶＬ（Ｘ）を間に含む階調電圧範囲の最低値と最高
値を当該階調電圧範囲と共に該調整電圧だけ高くするようにシフトさせる請求項１，４，
６～９および１３のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
  前記階調電圧生成回路は、正負の基準電圧から正負の複数の参照電圧を生成する第１の
電圧分割回路と、正極性の参照電圧から正極性の階調電圧を生成する第２の電圧分割回路
と、負極性の参照電圧から負極性の階調電圧を生成する第３の電圧分割回路とを有し、前
記階調電圧調整部は、該第１の電圧分割回路からの参照電圧から出力調整電圧だけ増加さ
せた電圧またはこれに対応する電圧を、該第２の電圧分割回路および該第３の電圧分割回
路にそれぞれ出力する請求項１～４のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１６】
  前記階調電圧調整部は、前記第１の電圧分割回路からの正極性側の大小二つの参照電圧
から出力調整電圧だけ増加させた各電圧またはこれに対応する各電圧を、前記第２の電圧
分割回路の階調電圧範囲の最高値と最低値側にそれぞれ出力し、該第１の電圧分割回路か
らの負極性側の大小二つの参照電圧から出力調整電圧だけ増加させた各電圧またはこれに
対応する各電圧を、前記第３の電圧分割回路の階調電圧範囲の最高値と最低値側にそれぞ
れ出力する請求項１５に記載の液晶表示装置。
【請求項１７】
  前記階調電圧調整部は、コントロールＩＣから供給される階調電圧調整信号に応じて調
整電圧を生成する調整電圧生成回路と、該調整電圧生成回路からの出力調整電圧を所定の
参照電圧に加算した電圧を差動増幅する差動増幅回路とを有している請求項１，４，６～
９および１３～１５のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１８】
  前記調整電圧生成回路は、前記階調電圧調整信号の電圧値に応じて抵抗値が可変である
可変抵抗素子と、該可変抵抗素子からの出力電圧が入力されるバッファ手段とを有する請
求項１７に記載の液晶表示装置。
【請求項１９】
  前記可変抵抗素子はポテンションメータである請求項１８に記載の液晶表示装置。
【請求項２０】
  前記差動増幅回路は、正極性の最大階調電圧、該正極性の最小階調電圧、負極性の最大
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階調電圧および該負極性の最小階調電圧に対してそれぞれ設けられており、それぞれ正極
性入力端が、前記第１の電圧分割回路からの所定の参照電圧を出力する出力端と前記調整
電圧生成回路の出力端とに接続され、その各出力端が前記第２の電圧分割回路および前記
第３の電圧分割回路のいずれかに接続されている請求項１７に記載の液晶表示装置。
【請求項２１】
  前記差動増幅回路は、第１～第４の差動増幅回路を有しており、
　該第１の差動増幅回路は、前記第１の電圧分割回路からの正極性側の第１参照電圧から
出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力し、その出力電圧を前記第２
の電圧分割回路の階調電圧範囲の最高値出力端側に出力し、
　該第２の差動増幅回路は、該第１の電圧分割回路からの正極性側の第２参照電圧から該
出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力し、その出力電圧を前記第２
の電圧分割回路の階調電圧範囲の最低値出力端側に出力し、
　該第３の差動増幅回路は、該第１の電圧分割回路からの負極性側の第３参照電圧から該
出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力し、その出力電圧を前記第３
の電圧分割回路の階調電圧範囲の最高値出力端側に出力し、
　該第４の差動増幅回路は、該第１の電圧分割回路からの負極性側の第４参照電圧から該
出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力し、その出力電圧を前記第３
の電圧分割回路の階調電圧範囲の最低値出力端側に出力するように構成した請求項２０に
記載の液晶表示装置。
【請求項２２】
  前記調整電圧生成回路は、各階調に応じた調整電圧を生成する第１～第ｎ（ｎは２以上
の自然数）の調整電圧生成回路を有しており、
  前記差動増幅回路は、正極性側と負極性側の各階調電圧に対してそれぞれｎ×２個設け
られており、それぞれ正極性入力端が前記第１の電圧分割回路から所定の参照電圧を出力
する出力部と、該出力部に対応した該第１～第ｎの調整電圧生成回路の各出力端のいずれ
かとに接続され、その出力端が、該正極性側と負極性側で互いに対応した前記第２の電圧
分割回路の位置および第３の電圧分割回路の位置のいずれかに接続されている請求項１７
に記載の液晶表示装置。
【請求項２３】
  前記調整電圧生成回路は、最大階調電圧、中間階調電圧および最小階調電圧に対してそ
れぞれ各階調に応じた調整電圧を生成する第１～第３の調整電圧生成回路を有しており、
  前記差動増幅回路は、その出力電圧値が正極性の最大階調電圧、正極性の中間階調電圧
、正極性の最小階調電圧、負極性の最大階調電圧、負極性の中間階調電圧および負極性の
最小階調電圧になるようにそれぞれ設けられており、それぞれ正極性入力端が前記第１の
電圧分割回路から所定の参照電圧を出力する出力部と、該出力部に対応した該第１～第３
の調整電圧生成回路の各出力端のいずれかとに接続され、その出力端が、該正極性側と負
極性側で互いに対応した前記第２の電圧分割回路および第３の電圧分割回路のいずれかに
接続されている請求項１７に記載の液晶表示装置。
【請求項２４】
  前記差動増幅回路は、第１～第６の差動増幅回路を有しており、
　該第１の差動増幅回路は、前記第１の電圧分割回路からの正極性側の第１参照電圧から
前記第１の調整電圧生成回路の出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入
力し、その出力電圧を前記第２の電圧分割回路の正極性の最大階調電圧出力端側に出力し
、
　該第２の差動増幅回路は、該第１の電圧分割回路からの正極性側の第２参照電圧から前
記第２の調整電圧生成回路の出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力
し、その出力電圧を前記第２の電圧分割回路の正極性の中間階調電圧出力端側に出力し、
　該第３の差動増幅回路は、該第１の電圧分割回路からの正極性側の第３参照電圧から前
記第３の調整電圧生成回路の出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力
し、その出力電圧を前記第２の電圧分割回路の正極性の最小階調電圧出力端側に出力し、
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　該第４の差動増幅回路は、該第１の電圧分割回路からの負極性側の第４参照電圧から該
第１の調整電圧生成回路の出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力し
、その出力電圧を前記第３の電圧分割回路の負極性の最大階調電圧出力端側に出力し、
　該第５の差動増幅回路は、該第１の電圧分割回路からの負極性側の第５参照電圧から該
第２の調整電圧生成回路の出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力し
、その出力電圧を前記第３の電圧分割回路の負極性の中間階調電圧出力端側に出力し、
　該第６の差動増幅回路は、該第１の電圧分割回路からの負極性側の第６参照電圧から該
第３の調整電圧生成回路の出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力し
、その出力電圧を前記第３の電圧分割回路の負極性の最小階調電圧出力端側に出力するよ
うに構成した請求項２３に記載の液晶表示装置。
【請求項２５】
  前記階調電圧調整部は、第Ｘ階調の正極性階調電圧ＶＨ（Ｘ）および該第Ｘ階調の負極
性階調電圧ＶＬ（Ｘ）を、各階調毎に独立して電圧調整する請求項１７および２２～２４
のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項２６】
  前記コントロールＩＣから前記ソースドライバ間に、前記階調電圧調整信号を供給する
ための第１信号伝送ラインと、前記映像データ信号を供給するための第２信号伝送ライン
とが設けられている請求項２または１７に記載の液晶表示装置。
【請求項２７】
  前記コントロールＩＣから前記ソースドライバ間に、前記階調電圧調整信号および前記
映像データ信号を共通に供給するための信号伝送ラインが設けられている請求項２または
１７に記載の液晶表示装置。
【請求項２８】
  前記信号伝送ラインを介して帰線期間中に前記階調電圧調整信号が供給され、該信号伝
送ラインを介して非帰線期間中に前記映像データ信号が供給され、
  前記ソースドライバは、前記コントロールＩＣから供給されるラッチ信号とスタートパ
ルスからセレクタ回路制御信号を生成するセレクタ回路制御信号生成回路と、該セレクタ
回路制御信号に基づいて該映像データ信号および該階調電圧調整信号のいずれかを選択す
るセレクタ回路とを更に有する請求項２７に記載の液晶表示装置。
【請求項２９】
  前記セレクタ回路制御信号は前記ラッチ信号の立ち下がりタイミングで立ち上がり、前
記スタート信号の立ち上がりタイミングで立ち下がるように生成される請求項２８に記載
の液晶表示装置。
【請求項３０】
  前記セレクタ回路は、前記セレクタ回路制御信号の２値の一方レベル期間で前記階調電
圧調整信号を選択して前記階調電圧調整部に出力し、該２値の他方レベル期間で前記映像
データ信号を選択して出力する請求項２８に記載の液晶表示装置。
【請求項３１】
　前記調整電圧は、画面フリッカ低減用の調整電圧である請求項１、４および６～１４の
いずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項３２】
　前記調整電圧は、基準階調電圧の正極性階調電圧と負極性階調電圧のセンター値を所定
電圧だけシフトさせるための調整電圧である請求項３１に記載の液晶表示装置。
【請求項３３】
　前記調整電圧は、基準階調電圧の正極性階調電圧と負極性階調電圧のセンター値の初期
設定値と電荷引き込み量ΔＶに依存する電圧値である請求項３１に記載の液晶表示装置。
【請求項３４】
　前記調整電圧は電荷引き込み量ΔＶまたはこれに対応した電圧である請求項３１に記載
の液晶表示装置。
【請求項３５】
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  前記絵素部は、前記両信号線の交差部近傍の走査信号線が制御端子に接続され、該交差
部近傍の映像信号線が一方駆動領域に接続されたスイッチ素子と、該スイッチ素子の他方
駆動領域が接続された絵素電極とを有し、
　前記電荷引き込み量ΔＶは、
　該絵素電極の液晶容量Ｃｌｃ、これに接続された補助容量Ｃｓ、該スイッチ素子のトラ
ンジスタゲート・ドレイン間の寄生容量Ｃｇｄ、該走査信号線のゲートハイ電圧ＶＧＨ、
該走査信号線のゲートロー電圧ＶＧＬとして、
  ΔＶ＝｛Ｃｇｄ／（Ｃｇｄ＋Ｃｌｃ＋Ｃｓ）｝×（ＶＧＨ－ＶＧＬ）
　である請求項３４に記載の液晶表示装置。
【請求項３６】
  正極性または負極性の表示用の階調電圧が生成される階調電圧生成回路が設けられ、該
表示用の階調電圧を用いて液晶表示部を表示駆動する液晶表示駆動回路において、
  該階調電圧生成回路に、第Ｘ階調の正極性階調電圧ＶＨ（Ｘ）および該第Ｘ階調の負極
性階調電圧ＶＬ（Ｘ）を、対応する映像信号が供給される絵素部の調整電圧だけ増加させ
て電圧調整する階調電圧調整部が設けられている液晶表示駆動回路。
【請求項３７】
　前記正極性または負極性の表示用の階調電圧を映像信号として前記液晶表示部に供給す
る複数のソースドライバと、
  液晶表示駆動用の走査信号を該液晶表示部に供給する複数のゲートドライバとを有し、
  各ソースドライバ内にそれぞれ前記階調電圧生成回路がそれぞれ設けられている請求項
３６に記載の液晶表示駆動回路。
【請求項３８】
　前記階調電圧調整部は、前記走査信号の駆動タイミング毎に、または前記ゲートドライ
バの駆動タイミング単位で、前記調整電圧が加算された電圧またはこれに対応した電圧を
、対応する走査信号が供給される絵素部の電荷引き込み量ΔＶに最適なように時間軸で変
化させる請求項３７に記載の液晶表示駆動回路。
【請求項３９】
  前記階調電圧調整部は、前記第Ｘ階調の正極性階調電圧ＶＨ（Ｘ）を間に含む階調電圧
範囲の最低値と最高値を当該階調電圧範囲と共に前記調整電圧だけ高くするようにシフト
させ、該第Ｘ階調の負極性性階調電圧ＶＬ（Ｘ）を間に含む階調電圧範囲の最低値と最高
値を当該階調電圧範囲と共に該調整電圧だけ高くするようにシフトさせる請求項３７に記
載の液晶表示駆動回路。
【請求項４０】
  前記階調電圧生成回路は、正負の基準電圧から正負の複数の参照電圧を生成する第１の
電圧分割回路と、正極性の参照電圧から正極性の階調電圧を生成する第２の電圧分割回路
と、負極性の参照電圧から負極性の階調電圧を生成する第３の電圧分割回路とを有し、前
記階調電圧調整部は、該第１の電圧分割回路からの参照電圧から出力調整電圧だけ増加さ
せた電圧またはこれに対応する電圧を、該第２の電圧分割回路および該第３の電圧分割回
路にそれぞれ出力する請求項３６または３７に記載の液晶表示駆動回路。
【請求項４１】
  前記階調電圧調整部は、前記第１の電圧分割回路からの正極性側の大小二つの参照電圧
から出力調整電圧だけ増加させた各電圧またはこれに対応する各電圧を、前記第２の電圧
分割回路の階調電圧範囲の最高値と最低値側にそれぞれ出力し、該第１の電圧分割回路か
らの負極性側の大小二つの参照電圧から出力調整電圧だけ増加させた各電圧またはこれに
対応する各電圧を、前記第３の電圧分割回路の階調電圧範囲の最高値と最低値側にそれぞ
れ出力する請求項４０に記載の液晶表示駆動回路。
【請求項４２】
  前記階調電圧調整部は、コントロールＩＣから供給される階調電圧調整信号に応じて調
整電圧を生成する調整電圧生成回路と、該調整電圧生成回路からの出力調整電圧を所定の
参照電圧に加算した電圧を差動増幅する差動増幅回路とを有している請求項３６～４０の



(7) JP 2008-107369 A 2008.5.8

10

20

30

40

50

いずれかに記載の液晶表示駆動回路。
【請求項４３】
  前記調整電圧生成回路は、前記階調電圧調整信号の電圧値に応じて抵抗値が可変である
可変抵抗素子と、該可変抵抗素子からの出力電圧が入力されるバッファ手段とを有する請
求項４２に記載の液晶表示駆動回路。
【請求項４４】
  前記差動増幅回路は、正極性の最大階調電圧、該正極性の最小階調電圧、負極性の最大
階調電圧および該負極性の最小階調電圧に対してそれぞれ設けられており、それぞれ正極
性入力端が、前記第１の電圧分割回路からの所定の参照電圧を出力する出力端と前記調整
電圧生成回路の出力端とに接続され、その各出力端が前記第２の電圧分割回路および前記
第３の電圧分割回路のいずれかに接続されている請求項４２に記載の液晶表示駆動回路。
【請求項４５】
  前記差動増幅回路は、第１～第４の差動増幅回路を有しており、
　該第１の差動増幅回路は、前記第１の電圧分割回路からの正極性側の第１参照電圧から
出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力し、その出力電圧を前記第２
の電圧分割回路の階調電圧範囲の最高値出力端側に出力し、
　該第２の差動増幅回路は、該第１の電圧分割回路からの正極性側の第２参照電圧から該
出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力し、その出力電圧を前記第２
の電圧分割回路の階調電圧範囲の最低値出力端側に出力し、
　該第３の差動増幅回路は、該第１の電圧分割回路からの負極性側の第３参照電圧から該
出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力し、その出力電圧を前記第３
の電圧分割回路の階調電圧範囲の最高値出力端側に出力し、
　該第４の差動増幅回路は、該第１の電圧分割回路からの負極性側の第４参照電圧から該
出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力し、その出力電圧を前記第３
の電圧分割回路の階調電圧範囲の最低値出力端側に出力するように構成した請求項４４に
記載の液晶表示駆動回路。
【請求項４６】
  前記調整電圧生成回路は、各階調に応じた調整電圧を生成する第１～第ｎ（ｎは２以上
の自然数）の調整電圧生成回路を有しており、
  前記差動増幅回路は、正極性側と負極性側の各階調電圧に対してそれぞれｎ×２個設け
られており、それぞれ正極性入力端が前記第１の電圧分割回路から所定の参照電圧を出力
する出力部と、該出力部に対応した該第１～第ｎの調整電圧生成回路の各出力端のいずれ
かとに接続され、その出力端が、該正極性側と負極性側で互いに対応した前記第２の電圧
分割回路の位置および第３の電圧分割回路の位置のいずれかに接続されている請求項４２
に記載の液晶表示駆動回路。
【請求項４７】
  前記調整電圧生成回路は、最大階調電圧、中間階調電圧および最小階調電圧に対してそ
れぞれ各階調に応じた調整電圧を生成する第１～第３の調整電圧生成回路を有しており、
  前記差動増幅回路は、その出力電圧値が正極性の最大階調電圧、正極性の中間階調電圧
、正極性の最小階調電圧、負極性の最大階調電圧、負極性の中間階調電圧および負極性の
最小階調電圧になるようにそれぞれ設けられており、それぞれ正極性入力端が前記第１の
電圧分割回路から所定の参照電圧を出力する出力部と、該出力部に対応した該第１～第３
の調整電圧生成回路の各出力端のいずれかとに接続され、その出力端が、該正極性側と負
極性側で互いに対応した前記第２の電圧分割回路および第３の電圧分割回路のいずれかに
接続されている請求項４２に記載の液晶表示駆動回路。
【請求項４８】
  前記差動増幅回路は、第１～第６の差動増幅回路を有しており、
　該第１の差動増幅回路は、前記第１の電圧分割回路からの正極性側の第１参照電圧から
前記第１の調整電圧生成回路の出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入
力し、その出力電圧を前記第２の電圧分割回路の正極性の最大階調電圧出力端側に出力し
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、
　該第２の差動増幅回路は、該第１の電圧分割回路からの正極性側の第２参照電圧から前
記第２の調整電圧生成回路の出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力
し、その出力電圧を前記第２の電圧分割回路の正極性の中間階調電圧出力端側に出力し、
　該第３の差動増幅回路は、該第１の電圧分割回路からの正極性側の第３参照電圧から前
記第３の調整電圧生成回路の出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力
し、その出力電圧を前記第２の電圧分割回路の正極性の最小階調電圧出力端側に出力し、
　該第４の差動増幅回路は、該第１の電圧分割回路からの負極性側の第４参照電圧から該
第１の調整電圧生成回路の出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力し
、その出力電圧を前記第３の電圧分割回路の負極性の最大階調電圧出力端側に出力し、
　該第５の差動増幅回路は、該第１の電圧分割回路からの負極性側の第５参照電圧から該
第２の調整電圧生成回路の出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力し
、その出力電圧を前記第３の電圧分割回路の負極性の中間階調電圧出力端側に出力し、
　該第６の差動増幅回路は、該第１の電圧分割回路からの負極性側の第６参照電圧から該
第３の調整電圧生成回路の出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力し
、その出力電圧を前記第３の電圧分割回路の負極性の最小階調電圧出力端側に出力するよ
うに構成した請求項４７に記載の液晶表示駆動回路。
【請求項４９】
  前記階調電圧調整部は、第Ｘ階調の正極性階調電圧ＶＨ（Ｘ）および該第Ｘ階調の負極
性階調電圧ＶＬ（Ｘ）を、各階調毎に独立して電圧調整する請求項４２および４６～４８
のいずれかに記載の液晶表示駆動回路。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  本発明は、例えばテレビジョン装置のディスプレイやパーソナルコンピュータのモニタ
などの表示画面に用いられるアクティブマトリクス型などの液晶表示装置およびこれに用
いる液晶表示駆動回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
  従来、液晶表示装置では、複数の走査信号線（ゲート信号線）と複数の映像信号線（ソ
ース信号線）とが互いに交差して設けられ、両信号線で区切られた領域毎にゲート信号線
およびソース信号線に接続された表示用絵素部がマトリクス状に複数配置された液晶パネ
ルを有している。各表示用絵素部はそれぞれ、画素電極と対向電極との間に設けられた液
晶容量Ｃｌｃと、ゲート電極がゲート信号線に接続され、ソース電極がソース信号線に接
続され、ドレイン電極が画素電極に接続された薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）とを有してお
り、必要に応じて補助容量Ｃｓが設けられている。
【０００３】
  この液晶パネルの周辺部には、複数本のソース信号線毎にソースドライバが設けられて
おり、ソースドライバは、対応するソース信号線に対して、そのソース信号線に接続され
た各表示用絵素部の映像表示に応じた映像信号を供給する。この映像信号は、液晶の焼き
付きを防止するために、対向電極電位に対して正極性と負極性が交互に供給されている。
【０００４】
  また、液晶パネルの周辺部には、複数本のゲート信号線毎にゲートドライバが設けられ
ており、ゲートドライバは、対応するゲート信号線に対して、そのゲート信号線に接続さ
れた各表示用絵素部を選択駆動するための走査信号を供給する。
【０００５】
  この絵素部毎に、走査信号によってＴＦＴがオン状態になったときに、映像信号がＴＦ
Ｔを介して画素電極に供給され、対向電極電位と画素電極電位の電位差に応じて両電極の
間に挟まれた表示媒体である液晶の配向状態が変化し、表示画面上の複数の画素部全体と
して、表示画面上に文字・図形などの他、各種画像が表示される。
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【０００６】
  この液晶表示装置において、各表示用絵素には液晶容量Ｃｌｃと補助容量Ｃｓの他に、
ＴＦＴのゲート・ドレイン間の寄生容量Ｃｇｄが存在する。このため、各絵素部にはゲー
ト・ドレイン間の寄生容量Ｃｇｄに起因して、下記式１によって示される電荷引き込み電
圧（電荷引き込み量）ΔＶが生じ、実際に液晶に印加される電圧は、電荷引き込み量ΔＶ
だけ変化したものとなる。
【０００７】
  ΔＶ＝｛Ｃｇｄ／（Ｃｇｄ＋Ｃｌｃ＋Ｃｓ）｝×（ＶＧＨ－ＶＧＬ）
  また、液晶パネルの表示画面内において上記電荷引き込み量ΔＶが異なることにより、
表示画面がちらついて見えるフリッカ現象が生じる。このフリッカ現象には、以下の（１
）と（２）の二種類が挙げられる。
【０００８】
  （１）液晶パネルにおいて、ゲート信号線には配線抵抗や寄生容量が存在するため、ゲ
ート信号線の信号入力端側から離れるにしたがってゲート信号の波形になまりが生じ、各
絵素部でゲート・ドレイン間の寄生容量Ｃｇｄによる電荷引き込み量ΔＶに差異が生じる
。この電荷引き込み量ΔＶの差異によって、液晶パネルの表示画面内で正極性駆動時に液
晶層に印加される電圧と、負極性駆動時に液晶層に印加される電圧の中心値に偏差が生じ
、これによってフリッカ現象が発生する。
【０００９】
  （２）ガラス基板上に絵素パターンを形成する工程において、ガラス基板の面積によっ
ては一回の形成でガラス基板全面に絵素パターンを形成することが困難であるため、複数
ブロックに分割して複数回の絵素パターン形成を行うことがある。この場合、アライメン
ト位置またはパターン形成装置の特性などによって、液晶パネルの表示画面内にゲート・
ドレイン間の寄生容量Ｃｇｄに偏差が生じる。この寄生容量Ｃｇｄの偏差により、上記式
で示される電荷引き込み量ΔＶに差異が生じ、液晶パネルの表示画面内で正極性駆動時に
液晶層に印加される電圧と、負極性駆動時に液晶層に印加される電圧の中心値に偏差が生
じて、フリッカ現象が発生する。
【００１０】
  ここで、フリッカ現象（１）は、ゲート信号の波形なまりに起因する。一般に、ゲート
信号線は表示画面内で水平方向に配置されているため、電荷引き込み量ΔＶの水平方向に
おける傾斜に対して補正を行うことによって、フリッカ現象を緩和させることができる。
【００１１】
  また、フリッカ現象（２）は、絵素パターンの形成工程における特性に起因する。この
ため、複数回の絵素パターン形成を行った場合に、各形成ブロックにおける電荷引き込み
量ΔＶの偏差に対して補正を行うことによって、フリッカ現象を緩和させることができる
。
【００１２】
  さらに、例えば特許文献１には、階調電圧生成回路にポテンションメータなどの外部入
力により所望の抵抗値が得られる素子を組み込むことによって、駆動回路設計後に回路定
数を変更することなく階調特性を調整可能な液晶表示装置が開示されている。
【特許文献１】特開２００１－２２３２５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
  上述した従来の二種類のフリッカ現象は、根本的な発生要因が異なるが、両者とも液晶
パネルの表示画面内における電荷引き込み量ΔＶの偏差に起因するものである。このため
、液晶パネルの表示画面内における電荷引き込み量ΔＶの偏差に応じて、液晶層に印加さ
れる階調電圧値を調整することによって、フリッカ現象を低減させることが可能である。
【００１４】
  しかしながら、この階調電圧値の調整による変化は、各階調における正極性電圧と負極
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性電圧の中心値のずれによるフリッカ現象の程度の変化に加えて、いわゆるΓ値の変化な
どのように階調特性の変化をも生じることから表示品位の変化を伴う。そこで、階調特性
を変化させることなくフリッカ現象を低減させることが可能な構造が求められている。
【００１５】
　特許文献１では、駆動回路設計後に階調電圧を容易に調整できるものの、この階調電圧
の調整は、階調特性の変化による表示品位の変化を伴う。
【００１６】
  本発明は、上記従来の問題を解決するもので、階調特性を変化させることなくフリッカ
現象を低減できる液晶表示装置およびこれに用いる液晶表示駆動回路を提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
  本発明の液晶表示装置は、表示用の階調電圧が生成される階調電圧生成回路が設けられ
、複数の走査信号線と複数の映像信号線とが互いに交差して設けられ、両信号線で区切ら
れた絵素部が２次元状に複数配設され、映像データ信号に応じた該階調電圧が各絵素部毎
に供給されて表示を行う液晶表示装置において、
  該階調電圧生成回路に、第Ｘ階調の正極性階調電圧ＶＨ（Ｘ）および該第Ｘ階調の負極
性階調電圧ＶＬ（Ｘ）を、対応する映像信号線に接続された絵素部の調整電圧だけ増加さ
せて電圧調整する階調電圧調整部が設けられており、そのことにより上記目的が達成され
る。
【００１８】
  また、好ましくは、本発明の液晶表示装置において、複数の映像信号線に前記階調電圧
を供給するソースドライバに該階調電圧および各種制御信号を出力するコントロールＩＣ
が設けられ、該コントロールＩＣ内に前記階調電圧生成回路が設けられている。
【００１９】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置において、複数の映像信号線に前記階調電
圧を供給するソースドライバが設けられ、該ソースドライバ内に前記階調電圧生成回路が
設けられている。
【００２０】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置は、複数の走査信号線と複数の映像信号線
とが互いに交差して設けられ、両信号線で区切られた絵素部がマトリクス状に複数配設さ
れた表示部と、
  該表示部の周辺に所定数の映像信号線毎に設けられ、正極性または負極性の階調電圧を
映像信号として該映像信号線に選択的に供給する複数のソースドライバと、
  該表示部の周辺に所定数の走査信号線毎に設けられ、各絵素部駆動用の走査信号を該走
査信号線に選択的に供給する複数のゲートドライバとを有し、
  各ソースドライバ内にそれぞれ、表示用の階調電圧が生成される階調電圧生成回路がそ
れぞれ設けられ、該階調電圧生成回路に、第Ｘ階調の正極性階調電圧ＶＨ（Ｘ）および該
第Ｘ階調の負極性階調電圧ＶＬ（Ｘ）を、対応する映像信号線に接続された絵素部の調整
電圧だけ増加させて電圧調整する階調電圧調整部が設けられており、そのことにより上記
目的が達成される。
【００２１】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置における絵素部は、前記両信号線の交差部
近傍の走査信号線が制御端子に接続され、該交差部近傍の映像信号線が一方駆動領域に接
続されたスイッチ素子と、該スイッチ素子の他方駆動領域が接続された絵素電極とを有す
る。
【００２２】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置における階調電圧調整部は、１フレーム内
において一または複数の映像信号線毎に、前記第Ｘ階調の正極性階調電圧ＶＨ（Ｘ）およ
び該第Ｘ階調の負極性階調電圧ＶＬ（Ｘ）を、対応する映像信号線に接続された絵素部の
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調整電圧だけ増加させて電圧調整する。
【００２３】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置における階調電圧調整部は、１フレーム内
において一または複数の走査信号線毎に、前記第Ｘ階調の正極性階調電圧ＶＨ（Ｘ）およ
び該第Ｘ階調の負極性階調電圧ＶＬ（Ｘ）を、対応する走査信号線に接続された絵素部の
調整電圧だけ増加させて電圧調整する。
【００２４】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置における階調電圧調整部は、前記ソースド
ライバ単位で、前記第Ｘ階調の正極性階調電圧ＶＨ（Ｘ）および該第Ｘ階調の負極性階調
電圧ＶＬ（Ｘ）を、対応する映像信号線に接続された絵素部の調整電圧だけ増加させて電
圧調整する。
【００２５】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置における階調電圧調整部は、前記ゲートド
ライバ単位で、前記第Ｘ階調の正極性階調電圧ＶＨ（Ｘ）および該第Ｘ階調の負極性階調
電圧ＶＬ（Ｘ）を、対応する走査信号線に接続された絵素部の調整電圧だけ増加させて電
圧調整する。
【００２６】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置における調整電圧は、前記走査信号線方向
の電荷引き込み量ΔＶの傾斜に合わせて設定される。
【００２７】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置における調整電圧は、前記映像信号線方向
の電荷引き込み量ΔＶの傾斜に合わせて設定される。
【００２８】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置における調整電圧は、複数領域分割転写に
より生じる電荷引き込み量ΔＶのパネル面内偏差が水平方向および／または垂直方向の偏
差である場合に、転写ブロックの水平方向および／または垂直方向の電荷引き込み量ΔＶ
の偏差に合わせて設定される。
【００２９】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置における階調電圧調整部は、前記一または
複数の走査信号線の選択駆動タイミング毎に、または前記ゲートドライバの駆動タイミン
グ単位で、前記調整電圧が加算された電圧またはこれに対応した電圧を、対応する走査信
号線に接続された絵素部の電荷引き込み量ΔＶに最適なように時間軸で変化させる。
【００３０】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置における階調電圧調整部は、前記第Ｘ階調
の正極性階調電圧ＶＨ（Ｘ）を間に含む階調電圧範囲の最低値と最高値を当該階調電圧範
囲と共に前記調整電圧だけ高くするようにシフトさせ、該第Ｘ階調の負極性性階調電圧Ｖ
Ｌ（Ｘ）を間に含む階調電圧範囲の最低値と最高値を当該階調電圧範囲と共に該調整電圧
だけ高くするようにシフトさせる。
【００３１】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置における階調電圧生成回路は、正負の基準
電圧から正負の複数の参照電圧を生成する第１の電圧分割回路と、正極性の参照電圧から
正極性の階調電圧を生成する第２の電圧分割回路と、負極性の参照電圧から負極性の階調
電圧を生成する第３の電圧分割回路とを有し、前記階調電圧調整部は、該第１の電圧分割
回路からの参照電圧から出力調整電圧だけ増加させた電圧またはこれに対応する電圧を、
該第２の電圧分割回路および該第３の電圧分割回路にそれぞれ出力する。
【００３２】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置における階調電圧調整部は、前記第１の電
圧分割回路からの正極性側の大小二つの参照電圧から出力調整電圧だけ増加させた各電圧
またはこれに対応する各電圧を、前記第２の電圧分割回路の階調電圧範囲の最高値と最低
値側にそれぞれ出力し、該第１の電圧分割回路からの負極性側の大小二つの参照電圧から
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出力調整電圧だけ増加させた各電圧またはこれに対応する各電圧を、前記第３の電圧分割
回路の階調電圧範囲の最高値と最低値側にそれぞれ出力する。
【００３３】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置における階調電圧調整部は、コントロール
ＩＣから供給される階調電圧調整信号に応じて調整電圧を生成する調整電圧生成回路と、
該調整電圧生成回路からの出力調整電圧を所定の参照電圧に加算した電圧を差動増幅する
差動増幅回路とを有している。
【００３４】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置における調整電圧生成回路は、前記階調電
圧調整信号の電圧値に応じて抵抗値が可変である可変抵抗素子と、該可変抵抗素子からの
出力電圧が入力されるバッファ手段とを有する。
【００３５】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置における可変抵抗素子はポテンションメー
タである。
【００３６】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置における差動増幅回路は、正極性の最大階
調電圧、該正極性の最小階調電圧、負極性の最大階調電圧および該負極性の最小階調電圧
に対してそれぞれ設けられており、それぞれ正極性入力端が、前記第１の電圧分割回路か
らの所定の参照電圧を出力する出力端と前記調整電圧生成回路の出力端とに接続され、そ
の各出力端が前記第２の電圧分割回路および前記第３の電圧分割回路のいずれかに接続さ
れている。
【００３７】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置における差動増幅回路は、第１～第４の差
動増幅回路を有しており、
　該第１の差動増幅回路は、前記第１の電圧分割回路からの正極性側の第１参照電圧から
出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力し、その出力電圧を前記第２
の電圧分割回路の階調電圧範囲の最高値出力端側に出力し、
　該第２の差動増幅回路は、該第１の電圧分割回路からの正極性側の第２参照電圧から該
出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力し、その出力電圧を前記第２
の電圧分割回路の階調電圧範囲の最低値出力端側に出力し、
　該第３の差動増幅回路は、該第１の電圧分割回路からの負極性側の第３参照電圧から該
出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力し、その出力電圧を前記第３
の電圧分割回路の階調電圧範囲の最高値出力端側に出力し、
　該第４の差動増幅回路は、該第１の電圧分割回路からの負極性側の第４参照電圧から該
出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力し、その出力電圧を前記第３
の電圧分割回路の階調電圧範囲の最低値出力端側に出力するように構成する。
【００３８】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置における調整電圧生成回路は、各階調に応
じた調整電圧を生成する第１～第ｎ（ｎは２以上の自然数；複数）の調整電圧生成回路を
有しており、
  前記差動増幅回路は、正極性側と負極性側の各階調電圧に対してそれぞれｎ×２個設け
られており、それぞれ正極性入力端が前記第１の電圧分割回路から所定の参照電圧を出力
する出力部と、該出力部に対応した該第１～第ｎの調整電圧生成回路の各出力端のいずれ
かとに接続され、その出力端が、該正極性側と負極性側で互いに対応した前記第２の電圧
分割回路の位置および第３の電圧分割回路の位置のいずれかに接続されている。
【００３９】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置における調整電圧生成回路は、最大階調電
圧、中間階調電圧および最小階調電圧に対してそれぞれ各階調に応じた調整電圧を生成す
る第１～第３の調整電圧生成回路を有しており、
  前記差動増幅回路は、その出力電圧値が正極性の最大階調電圧、正極性の中間階調電圧
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、正極性の最小階調電圧、負極性の最大階調電圧、負極性の中間階調電圧および負極性の
最小階調電圧になるようにそれぞれ設けられており、それぞれ正極性入力端が前記第１の
電圧分割回路から所定の参照電圧を出力する出力部と、該出力部に対応した該第１～第３
の調整電圧生成回路の各出力端のいずれかとに接続され、その出力端が、該正極性側と負
極性側で互いに対応した前記第２の電圧分割回路および第３の電圧分割回路のいずれかに
接続されている。
【００４０】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置における差動増幅回路は、第１～第６の差
動増幅回路を有しており、
　該第１の差動増幅回路は、前記第１の電圧分割回路からの正極性側の第１参照電圧から
前記第１の調整電圧生成回路の出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入
力し、その出力電圧を前記第２の電圧分割回路の正極性の最大階調電圧出力端側に出力し
、
　該第２の差動増幅回路は、該第１の電圧分割回路からの正極性側の第２参照電圧から前
記第２の調整電圧生成回路の出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力
し、その出力電圧を前記第２の電圧分割回路の正極性の中間階調電圧出力端側に出力し、
　該第３の差動増幅回路は、該第１の電圧分割回路からの正極性側の第３参照電圧から前
記第３の調整電圧生成回路の出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力
し、その出力電圧を前記第２の電圧分割回路の正極性の最小階調電圧出力端側に出力し、
　該第４の差動増幅回路は、該第１の電圧分割回路からの負極性側の第４参照電圧から該
第１の調整電圧生成回路の出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力し
、その出力電圧を前記第３の電圧分割回路の負極性の最大階調電圧出力端側に出力し、
　該第５の差動増幅回路は、該第１の電圧分割回路からの負極性側の第５参照電圧から該
第２の調整電圧生成回路の出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力し
、その出力電圧を前記第３の電圧分割回路の負極性の中間階調電圧出力端側に出力し、
　該第６の差動増幅回路は、該第１の電圧分割回路からの負極性側の第６参照電圧から該
第３の調整電圧生成回路の出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力し
、その出力電圧を前記第３の電圧分割回路の負極性の最小階調電圧出力端側に出力するよ
うに構成する。
【００４１】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置における階調電圧調整部は、第Ｘ階調の正
極性階調電圧ＶＨ（Ｘ）および該第Ｘ階調の負極性階調電圧ＶＬ（Ｘ）を、各階調毎に独
立して電圧調整する。
【００４２】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置において、前記コントロールＩＣから前記
ソースドライバ間に、前記階調電圧調整信号を供給するための第１信号伝送ラインと、前
記映像データ信号を供給するための第２信号伝送ラインとが設けられている。
【００４３】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置において、けるコントロールＩＣから前記
ソースドライバ間に、前記階調電圧調整信号および前記映像データ信号を共通に供給する
ための信号伝送ラインが設けられている。
【００４４】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置において、前記信号伝送ラインを介して帰
線期間中に前記階調電圧調整信号が供給され、該信号伝送ラインを介して非帰線期間中に
前記映像データ信号が供給され、
  前記ソースドライバは、前記コントロールＩＣから供給されるラッチ信号とスタートパ
ルスからセレクタ回路制御信号を生成するセレクタ回路制御信号生成回路と、該セレクタ
回路制御信号に基づいて該映像データ信号および該階調電圧調整信号のいずれかを選択す
るセレクタ回路とを更に有する。
【００４５】
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  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置におけるセレクタ回路制御信号は前記ラッ
チ信号の立ち下がりタイミングで立ち上がり、前記スタート信号の立ち上がりタイミング
で立ち下がるように生成される。
【００４６】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置におけるセレクタ回路は、前記セレクタ回
路制御信号の２値の一方レベル期間で前記階調電圧調整信号を選択して前記階調電圧調整
部に出力し、該２値の他方レベル期間で前記映像データ信号を選択して出力する。
【００４７】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置における調整電圧は、画面フリッカ低減用
の調整電圧である。
【００４８】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置における調整電圧は、基準階調電圧の正極
性階調電圧と負極性階調電圧のセンター値を所定電圧だけシフトさせるための調整電圧で
ある。
【００４９】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置における調整電圧は、基準階調電圧の正極
性階調電圧と負極性階調電圧のセンター値の初期設定値と電荷引き込み量ΔＶに依存する
電圧値である。
【００５０】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置における調整電圧は電荷引き込み量ΔＶま
たはこれに対応した電圧である。
【００５１】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示装置における絵素部は、前記両信号線の交差部
近傍の走査信号線が制御端子に接続され、該交差部近傍の映像信号線が一方駆動領域に接
続されたスイッチ素子と、該スイッチ素子の他方駆動領域が接続された絵素電極とを有し
、
　前記電荷引き込み量ΔＶは、
　該絵素電極の液晶容量Ｃｌｃ、これに接続された補助容量Ｃｓ、該スイッチ素子のトラ
ンジスタゲート・ドレイン間の寄生容量Ｃｇｄ、該走査信号線のゲートハイ電圧ＶＧＨ、
該走査信号線のゲートロー電圧ＶＧＬとして、
  ΔＶ＝｛Ｃｇｄ／（Ｃｇｄ＋Ｃｌｃ＋Ｃｓ）｝×（ＶＧＨ－ＶＧＬ）
　である。
【００５２】
　本発明の液晶表示駆動回路は、正極性または負極性の表示用の階調電圧が生成される階
調電圧生成回路が設けられ、該表示用の階調電圧を用いて液晶表示部を表示駆動する液晶
表示駆動回路において、
  該階調電圧生成回路に、第Ｘ階調の正極性階調電圧ＶＨ（Ｘ）および該第Ｘ階調の負極
性階調電圧ＶＬ（Ｘ）を、対応する映像信号が供給される絵素部の調整電圧だけ増加させ
て電圧調整する階調電圧調整部が設けられており、そのことにより上記目的が達成される
。
【００５３】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示駆動回路において、前記正極性または負極性の
表示用の階調電圧を映像信号として前記液晶表示部に供給する複数のソースドライバと、
  液晶表示駆動用の走査信号を該液晶表示部に供給する複数のゲートドライバとを有し、
  各ソースドライバ内にそれぞれ前記階調電圧生成回路がそれぞれ設けられている。
【００５４】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示駆動回路における階調電圧調整部は、前記走査
信号の駆動タイミング毎に、または前記ゲートドライバの駆動タイミング単位で、前記調
整電圧が加算された電圧またはこれに対応した電圧を、対応する走査信号が供給される絵
素部の電荷引き込み量ΔＶに最適なように時間軸で変化させる。
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【００５５】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示駆動回路における階調電圧調整部は、前記第Ｘ
階調の正極性階調電圧ＶＨ（Ｘ）を間に含む階調電圧範囲の最低値と最高値を当該階調電
圧範囲と共に前記調整電圧だけ高くするようにシフトさせ、該第Ｘ階調の負極性性階調電
圧ＶＬ（Ｘ）を間に含む階調電圧範囲の最低値と最高値を当該階調電圧範囲と共に該調整
電圧だけ高くするようにシフトさせる。
【００５６】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示駆動回路における階調電圧生成回路は、正負の
基準電圧から正負の複数の参照電圧を生成する第１の電圧分割回路と、正極性の参照電圧
から正極性の階調電圧を生成する第２の電圧分割回路と、負極性の参照電圧から負極性の
階調電圧を生成する第３の電圧分割回路とを有し、前記階調電圧調整部は、該第１の電圧
分割回路からの参照電圧から出力調整電圧だけ増加させた電圧またはこれに対応する電圧
を、該第２の電圧分割回路および該第３の電圧分割回路にそれぞれ出力する。
【００５７】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示駆動回路における階調電圧調整部は、前記第１
の電圧分割回路からの正極性側の大小二つの参照電圧から出力調整電圧だけ増加させた各
電圧またはこれに対応する各電圧を、前記第２の電圧分割回路の階調電圧範囲の最高値と
最低値側にそれぞれ出力し、該第１の電圧分割回路からの負極性側の大小二つの参照電圧
から出力調整電圧だけ増加させた各電圧またはこれに対応する各電圧を、前記第３の電圧
分割回路の階調電圧範囲の最高値と最低値側にそれぞれ出力する。
【００５８】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示駆動回路における階調電圧調整部は、コントロ
ールＩＣから供給される階調電圧調整信号に応じて調整電圧を生成する調整電圧生成回路
と、該調整電圧生成回路からの出力調整電圧を所定の参照電圧に加算した電圧を差動増幅
する差動増幅回路とを有している。
【００５９】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示駆動回路における調整電圧生成回路は、前記階
調電圧調整信号の電圧値に応じて抵抗値が可変である可変抵抗素子と、該可変抵抗素子か
らの出力電圧が入力されるバッファ手段とを有する。
【００６０】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示駆動回路における差動増幅回路は、正極性の最
大階調電圧、該正極性の最小階調電圧、負極性の最大階調電圧および該負極性の最小階調
電圧に対してそれぞれ設けられており、それぞれ正極性入力端が、前記第１の電圧分割回
路からの所定の参照電圧を出力する出力端と前記調整電圧生成回路の出力端とに接続され
、その各出力端が前記第２の電圧分割回路および前記第３の電圧分割回路のいずれかに接
続されている。
【００６１】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示駆動回路における差動増幅回路は、第１～第４
の差動増幅回路を有しており、
　該第１の差動増幅回路は、前記第１の電圧分割回路からの正極性側の第１参照電圧から
出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力し、その出力電圧を前記第２
の電圧分割回路の階調電圧範囲の最高値出力端側に出力し、
　該第２の差動増幅回路は、該第１の電圧分割回路からの正極性側の第２参照電圧から該
出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力し、その出力電圧を前記第２
の電圧分割回路の階調電圧範囲の最低値出力端側に出力し、
　該第３の差動増幅回路は、該第１の電圧分割回路からの負極性側の第３参照電圧から該
出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力し、その出力電圧を前記第３
の電圧分割回路の階調電圧範囲の最高値出力端側に出力し、
　該第４の差動増幅回路は、該第１の電圧分割回路からの負極性側の第４参照電圧から該
出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力し、その出力電圧を前記第３
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の電圧分割回路の階調電圧範囲の最低値出力端側に出力するように構成されている。
【００６２】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示駆動回路における調整電圧生成回路は、各階調
に応じた調整電圧を生成する第１～第ｎ（ｎは２以上の自然数）の調整電圧生成回路を有
しており、
  前記差動増幅回路は、正極性側と負極性側の各階調電圧に対してそれぞれｎ×２個設け
られており、それぞれ正極性入力端が前記第１の電圧分割回路から所定の参照電圧を出力
する出力部と、該出力部に対応した該第１～第ｎの調整電圧生成回路の各出力端のいずれ
かとに接続され、その出力端が、該正極性側と負極性側で互いに対応した前記第２の電圧
分割回路の位置および第３の電圧分割回路の位置のいずれかに接続されている。
【００６３】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示駆動回路における調整電圧生成回路は、最大階
調電圧、中間階調電圧および最小階調電圧に対してそれぞれ各階調に応じた調整電圧を生
成する第１～第３の調整電圧生成回路を有しており、
  前記差動増幅回路は、その出力電圧値が正極性の最大階調電圧、正極性の中間階調電圧
、正極性の最小階調電圧、負極性の最大階調電圧、負極性の中間階調電圧および負極性の
最小階調電圧になるようにそれぞれ設けられており、それぞれ正極性入力端が前記第１の
電圧分割回路から所定の参照電圧を出力する出力部と、該出力部に対応した該第１～第３
の調整電圧生成回路の各出力端のいずれかとに接続され、その出力端が、該正極性側と負
極性側で互いに対応した前記第２の電圧分割回路および第３の電圧分割回路のいずれかに
接続されている。
【００６４】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示駆動回路における差動増幅回路は、第１～第６
の差動増幅回路を有しており、
　該第１の差動増幅回路は、前記第１の電圧分割回路からの正極性側の第１参照電圧から
前記第１の調整電圧生成回路の出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入
力し、その出力電圧を前記第２の電圧分割回路の正極性の最大階調電圧出力端側に出力し
、
　該第２の差動増幅回路は、該第１の電圧分割回路からの正極性側の第２参照電圧から前
記第２の調整電圧生成回路の出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力
し、その出力電圧を前記第２の電圧分割回路の正極性の中間階調電圧出力端側に出力し、
　該第３の差動増幅回路は、該第１の電圧分割回路からの正極性側の第３参照電圧から前
記第３の調整電圧生成回路の出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力
し、その出力電圧を前記第２の電圧分割回路の正極性の最小階調電圧出力端側に出力し、
　該第４の差動増幅回路は、該第１の電圧分割回路からの負極性側の第４参照電圧から該
第１の調整電圧生成回路の出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力し
、その出力電圧を前記第３の電圧分割回路の負極性の最大階調電圧出力端側に出力し、
　該第５の差動増幅回路は、該第１の電圧分割回路からの負極性側の第５参照電圧から該
第２の調整電圧生成回路の出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力し
、その出力電圧を前記第３の電圧分割回路の負極性の中間階調電圧出力端側に出力し、
　該第６の差動増幅回路は、該第１の電圧分割回路からの負極性側の第６参照電圧から該
第３の調整電圧生成回路の出力調整電圧だけ増加させた電圧をその正極性入力端に入力し
、その出力電圧を前記第３の電圧分割回路の負極性の最小階調電圧出力端側に出力するよ
うに構成されている。
【００６５】
  さらに、好ましくは、本発明の液晶表示駆動回路における階調電圧調整部は、第Ｘ階調
の正極性階調電圧ＶＨ（Ｘ）および該第Ｘ階調の負極性階調電圧ＶＬ（Ｘ）を、各階調毎
に独立して電圧調整する。
【００６６】
　上記構成により、以下、本発明の作用を説明する。
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【００６７】
  本発明にあっては、階調特性に変化を与えることなく、フリッカ現象を低減させる。
【００６８】
  液晶表示装置において、第Ｘ階調表示時に各絵素部の液晶層に印加される電圧ＶＬＣ（
Ｘ）は、対向電位をＶｃｏｍ、任意の第Ｘ階調の正極性階調電圧をＶＨ（Ｘ）、任意の第
Ｘ階調の負極性階調電圧をＶＬ（Ｘ）とすると、
  ＶＬＣ（Ｘ）＝ＶＨ（Ｘ）－Ｖｃｏｍ  （正極性駆動時）
  ＶＬＣ（Ｘ）＝Ｖｃｏｍ－ＶＬ（Ｘ）  （負極性駆動時）
によって表される。
【００６９】
  この各絵素部の液晶層に印加される電圧ＶＬＣ（Ｘ）に変化が生じると、液晶層に加え
られる電界に変化が生じ、液晶層の光透過率に変化が生じる。それに伴って、液晶表示装
置に所望の階調レベルとは異なった階調レベルが表示として表れ、この結果として階調特
性に変化が生じる。したがって、階調特性に変化を与えないためには、各階調レベルにお
いて各絵素部の液晶層に印加される電圧ＶＬＣ（Ｘ）を所望の電圧値に固定する必要があ
る。
【００７０】
  しかしながら、上述したように、ＴＦＴ基板にはＴＦＴの寄生容量Ｃｇｄに起因して電
荷引き込み量ΔＶが存在するため、実際に液晶層に印加される電圧ＶＬＣ（Ｘ）は、電荷
引き込み量をΔＶとすると、
  ＶＬＣ（Ｘ）＝（ＶＨ（Ｘ）－ΔＶ）－Ｖｃｏｍ  （正極性駆動時）
  ＶＬＣ（Ｘ）＝Ｖｃｏｍ－（ＶＬ（Ｘ）－ΔＶ）  （負極性駆動時）
によって表される電圧値となる。
【００７１】
  このように、第Ｘ階調の正極性階調電圧ＶＨＸおよび第Ｘ階調の負極性階調電圧ＶＬＸ
が電荷引き込み量ΔＶだけ減少することによって、正極性階調電圧と負極性階調電圧との
平衡が崩れ、フリッカ現象が発生する。
【００７２】
  そこで、本発明にあっては、第Ｘ階調の正極性階調電圧ＶＨＸおよび第Ｘ階調の負極性
階調電圧ＶＬＸを電荷引き込み量ΔＶだけ同時に増加させることによって、フリッカ現象
の発生を抑制することが可能となる。このような電荷引き込み量ΔＶを打ち消すように階
調電圧ＶＨＸおよびＶＬＸをそれぞれ同じ電圧値ΔＶ（電荷引き込み量ΔＶ）だけ増加さ
せることによって、実際に液晶層に印加される電圧ＶＬＣ（Ｘ）を所望の電圧値に固定し
ながら、フリッカ現象を抑制することが可能となる。
【００７３】
　さらに、上述したように、（１）パネル面内でのゲート信号波形のなまり、および（２
）パネル面内でのゲート・ドレイン間の寄生容量Ｃｇｄの偏差（ω値）によって、電荷引
き込み量ΔＶはパネル面内で異なった値となる。このため、パネル面内全体でフリッカ現
象を抑制するためには、パネル面内の電荷引き込み量ΔＶの大きさに応じて、階調電圧毎
に適正な調整量に変化させる必要がある。
【００７４】
  そこで、本発明にあっては、液晶表示装置において、例えばソースドライバ内に設けら
れた階調電圧生成回路に階調電圧調整部を設けて、液晶表示装置の駆動時に、第Ｘ階調の
正極性階調電圧ＶＨＸおよび第Ｘ階調の負極性階調電圧ＶＬＸを、各電荷引き込み量Δに
応じて動的に増加させることによって、パネル面内全体のフリッカ現象を抑制することが
可能となる。
【００７５】
  例えば、ソースドライバ毎に階調電圧調整部を設けて、コントロールＩＣから各ソース
ドライバに異なった階調電圧調整信号を供給することによって、ソースドライバ単位で異
なった正負極性階調電圧のセンター値を設定することが可能となる。
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  よって、上記フリッカ現象（１）に対しては、ゲート信号線方向の電荷引き込み量ΔＶ
の傾斜に合わせて、ドライバ単位で正負極性階調電圧のセンター値を調整することによっ
て、階調特性を変動させることなく、フリッカ現象（１）を抑制することが可能となる。
【００７７】
  また、上記フリッカ現象（２）において、複数領域分割転写により生じる電荷引き込み
量ΔＶのパネル面内偏差が例えば水平方向の偏差である場合にも、転写ブロックの電荷引
き込み量ΔＶの偏差に合わせて、ドライバ単位で正負極性階調電圧のセンター値を調整す
ることによって、階調特性を変動させることなく、フリッカ現象（２）を抑制することが
可能となる。
【００７８】
  さらに、例えば、水平帰線期間内にコントロールＩＣから階調電圧調整信号を供給する
ことによって、１水平ラインまたは複数水平ライン毎に正負極性階調電圧のセンター値を
設定することが可能となる。
【００７９】
  よって、上記フリッカ現象（２）において、複数領域分割転写により生じる電荷引き込
み量ΔＶのパネル面内偏差が垂直方向の偏差であっても、転写ブロックの電荷引き込み量
ΔＶの偏差に合わせて、１フレーム内で１ラインまたは複数ライン毎に正負極性階調電圧
のセンター値を調整することによって、階調特性を変動させることなく、フリッカ現象（
２）を抑制することが可能となる。
【００８０】
  さらに、電荷引き込み量Δは、ＴＦＴのドレインに印加される階調電圧値に対する偏差
（階調電圧毎の偏差）を有している。よって、調電圧生成回路に階調毎に独立して調整電
圧生成回路を設けて、各階調に対してそれぞれ異なる階調電圧調整信号を供給し、独立し
て正負極性階調電圧センター値を調整することによって、各階調電圧間で電荷引き込み量
ΔＶに偏差が存在するか、または各階調電圧間でフリッカ現象が最小となる正負極性階調
電圧センター値に偏差が存在する場合でも、フリッカ現象を抑制することが可能となる。
【００８１】
  さらに、階調電圧調整信号は、専用の伝送ラインを設けてもよいが、帰線期間中に映像
信号伝送ラインを階調電圧調整信号伝送ラインとして用いることによって、階調電圧調整
信号専用の伝送ラインを削減することが可能となる。
【００８２】
  なお、ここで、上記特許文献１に開示されている液晶表示装置と本願発明について比較
してみると、両者は階調電圧を調整する手段が類似している。
【００８３】
  しかしながら、特許文献１と本発明では、差動増幅回路の使用方法に相違がある。また
、特許文献１では、駆動回路設計後に階調特性を容易に調整することを目的としているの
に対して、本発明では階調特性を変化させることなくパネル面内全面のフリッカ現象を低
減させることを目的としている。
【００８４】
  また、特許文献１では、階調電圧を調整した場合に、各階調の正極性電圧と負極性電圧
の電圧差が変化することによって、各階調における電荷引き込み量が変化する。その電荷
引き込み量の変化に起因して、フリッカ現象の悪化を引き起こすという問題がある。
【００８５】
  さらに、特許文献１では、階調電圧調整用のシリアルデータを入力する方法や、そのタ
イミングなどに関しては、何等言及されていない。
【００８６】
  下記表１に、本願発明と特許文献１との内容比較を示している。
【００８７】
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【表１】

  以上のことから、特許文献１と本願発明はその構成を全く相違するものである。
【発明の効果】
【００８８】
　以上により、本発明によれば、液晶表示装置において、階調電圧生成回路に階調電圧調
整部を設けて、第Ｘ階調の正極性階調電圧ＶＨＸおよび第Ｘ階調の負極性階調電圧ＶＬＸ
を、電荷引き込み量Δだけ同時に増加させることによって、階調特性を変化させることな
く、パネル面内全体のフリッカ現象を抑制して、良好な表示状態を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００８９】
　以下に、本発明の液晶表示装置およびこれを用いた液晶表示駆動回路の実施形態１～３
について、図面を参照しながら詳細に説明する。
（実施形態１）
　図１は、本発明の実施形態１に係る液晶表示装置の構成例を示すブロック図である。
【００９０】
　図１において、液晶表示装置１０は、液晶パネル１と、複数のゲートドライバ２と、複
数のソースドライバ３と、映像データ信号およびこれらの制御信号を出力するコントロー
ルＩＣ４とを有している。
【００９１】
  液晶パネル１は、複数の走査信号線（ゲート信号線）と複数の映像信号線（ソース信号
線）とが互いに交差して設けられ、両信号線で区切られた絵素領域毎（絵素部毎）にゲー
ト信号線およびソース信号線に接続された表示用の絵素部がマトリクス状に複数配置され
ている。
【００９２】
  ゲートドライバ２は、液晶パネル１の周辺に複数本（所定本数）のゲート信号線毎に設
けられており、対応する各ゲート信号線に対して、そのゲート信号線に接続された各絵素
部を選択駆動するための走査信号（ゲート信号）が選択的に供給される。
【００９３】
  ソースドライバ３は、液晶パネル１の周辺に複数本（所定本数）のソース信号線毎に設
けられており、対応する各ソース信号線に対して、そのソース信号線に接続された各表示
用絵素部の映像表示に応じた正極性および負極性の階調電圧が映像信号（ソース信号）と
して選択的に供給される。
【００９４】
  コントロールＩＣ４からは、ゲートドライバ２に対してクロック信号ＣＫおよびスター
トパルスＳＰなどの各種同期信号が供給されると共に、ソースドライバ３に対してクロッ
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ク信号ＣＫ、スタートパルスＳＰおよびラッチ信号ＬＳなどの各種同期信号と、ＲＧＢの
各映像データ信号ＤＲ，ＤＧ，ＤＢと、階調電圧を調整するための階調電圧調整信号ＤＶ
が供給される。
【００９５】
  この液晶表示装置１０において、コントロールＩＣ４から出力される各種同期信号によ
ってソースドライバ３およびゲートドライバ２が駆動され、これによって、映像データ信
号に基づいた映像が、表示部を構成する液晶パネル１より表示される。
【００９６】
  本実施形態１では、各ソースドライバ３に、コントロールＩＣ４から供給される階調電
圧調整信号ＤＶによって任意の各階調の階調電圧値（第Ｘ階調の正極性階調電圧ＶＨＸお
よび第Ｘ階調の負極性階調電圧ＶＬＸ）を電荷引き込み量ΔＶだけ高く電圧調整する機能
（以下、階調電圧調整機能という）が設けられている。
【００９７】
  これにより、ゲート信号の波形なまりによって各絵素部で電荷引き込み量ΔＶに差異が
生じても、ソースドライバ３単位で階調電圧のセンター値を電圧調整することによって、
フリッカを抑制することができる。また、複数領域分割転写により例えば水平方向に電荷
引き込み量ΔＶの偏差が生じても、その水平方向の電荷引き込み量ΔＶの傾斜に合わせて
階調電圧のセンター値を電圧調整することによって、フリッカを抑制することができる。
このことについて、図２～図４を用いて詳細に説明する。
【００９８】
  図２は、図１の液晶表示装置１０におけるソースドライバ３の構成例を示すブロック図
である。
【００９９】
  図２において、ソースドライバ３は、一般的に用いられているソースドライバと同様に
、シフトレジスタ回路３１と、入力ラッチ回路３２と、サンプリングメモリ回路３３と、
ホールドメモリ回路３４と、レベルシフタ回路３５と、階調電圧生成回路３６と、ＤＡ（
デジタル・アナログ）変換回路３７と、出力回路３８とを有している。
【０１００】
  シフトレジスタ回路３１は、コントロールＩＣ４からのクロック信号ＣＫとスタートパ
ルスＳＰが入力されて、各ソース信号線に対するサンプリングクロックを生成してサンプ
リングメモリ回路３３に供給する。
【０１０１】
  入力ラッチ回路３２は、コントロールＩＣ４からの映像データ信号ＤＲ、ＤＧおよびＤ
Ｂをラッチする。
【０１０２】
　サンプリングメモリ回路３３は、入力ラッチ回路３２でラッチされた映像データ信号Ｄ
Ｒ、ＤＧおよびＤＢを、シフトレジスタ回路３１からのサンプリングクロックのタイミン
グでによってサンプリングする。
【０１０３】
  ホールドメモリ回路３４は、コントロールＩＣ４からのラッチ信号ＬＳのタイミングで
サンプリングメモリ３３からの１水平ライン分の映像データ信号（サンプリングデータ）
がラッチされて保持される。
【０１０４】
  レベルシフタ回路３５は、ホールドメモリ回路３４の映像データ信号（サンプリングデ
ータ）が供給されて、そのレベルが所定量だけシフトされる。
【０１０５】
  階調電圧生成回路３６は、多段階表示に必要な複数の階調電圧が生成可能とされて、Ｄ
Ａ変換回路３７に供給される。本実施形態１において、階調電圧生成回路３６は、コント
ロールＩＣ４から供給される階調電圧調整信号ＤＶに応じて階調電圧を調整する調整電圧
Ｖａを出力する調整電圧調整部３６ａを有している。この調整電圧Ｖａが各階調の階調電
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圧値（第Ｘ階調の正極性階調電圧ＶＨＸおよび第Ｘ階調の負極性階調電圧ＶＬＸ）を電荷
引き込み量ΔＶだけ高く電圧調整するための電圧となっている。これを図３および図４に
て詳細に説明する。
【０１０６】
  ＤＡ変換回路３７は、レベルシフタ回路３５からの映像データ信号に応じて階調電圧生
成回路３６からの階調電圧がＤＡ変換されて出力回路３８に供給される。
【０１０７】
  出力回路３８は、ＤＡ変換されたＤＡ変換回路３７からの階調電圧を表示電圧として各
ソース信号線にそれぞれ出力する。
【０１０８】
  図３は、図２のソースドライバ３における階調電圧生成回路３６の構成例を示す回路図
である。
【０１０９】
  図３において、階調電圧生成回路３６は、一般的に用いられている階調電圧生成回路に
、階調電圧調整部３６ａが付加されたものであり、正負の基準電圧ＶＬＳとＧＮＤから正
負の複数の参照電圧（点Ａ～Ｄの各抵抗分割電圧）を生成する第１の電圧分割回路３６１
と、各参照電圧をそれぞれ一時記憶するバッファ３６２ａ～３６２ｄと、正極性の参照電
圧（点Ａ，Ｂの各抵抗分割電圧）を用いて正極性の階調電圧ＶＨ０～ＶＨ６３を抵抗分割
により生成する第２の電圧分割回路３６３ａと、負極性の参照電圧（点Ｃ，Ｄの各抵抗分
割電圧）を用いて負極性の階調電圧ＶＬ６３～ＶＬ０を生成する第３の電圧分割回路３６
３ｂと、電荷引き込み量ΔＶに相当する調整電圧Ｖａを上記参照電圧（点Ａ～Ｄの各抵抗
分割電圧）にそれぞれ加算するように出力する電圧階調電圧調整部３６ａとを有している
。
【０１１０】
  バッファ３６２ａは第１の電圧分割回路３６１の点Ａにその正極性入力端が接続され、
出力端にその負極性入力端が接続されており、バッファ３６２ｂは第１の電圧分割回路３
６１の点Ｂにその正極性入力端が接続され、その出力端にその負極性入力端が接続されて
いる。これらのバッファ３６２ａおよび３６２ｂからは、正の参照電圧が出力されている
。また、バッファ３６２ｃは第１の電圧分割回路３６１の点Ｃにその正極性入力端が接続
され、その出力端にその負極性入力端が接続されており、バッファ３６２ｄは第１の電圧
分割回路３６１の点Ｄにその正極性入力端が接続され、その出力端にその負極性入力端が
接続されている。これらのバッファ３６２ｃおよび３６２ｄからは、負の参照電圧が出力
されている。
【０１１１】
  階調電圧調整部３６ａは、コントロールＩＣ４から供給される階調電圧調整信号ＤＶに
応じて調整電圧Ｖａを生成する調整電圧生成回路３６４と、バッファ３６２ａ～３６２ｄ
の各出力端および調整電圧生成回路３６４の出力端に正極性入力端が接続され、負極性入
力端が接地された差動増幅回路３６５ａ～３６５ｄとを有しており、電荷引き込み量ΔＶ
だけ高く電圧調整するための調整電圧Ｖａを、バッファ３６２ａ～３６２ｄの各出力端か
らの参照電圧にそれぞれ加算して差動増幅回路３６５ａ～３６５ｄの各正極性入力端にそ
れぞれ入力している。
【０１１２】
  図４は、図３の調整電圧生成回路３６４の構成例を示す回路図である。
【０１１３】
  図４に示すように、調整電圧生成回路３６４は、階調電圧調整信号ＤＶに応じて抵抗値
が可変である可変抵抗素子３６４ｍと、可変抵抗素子３６４ｍの出力に正極性入力端が接
続され、その負極性入力端がその出力端に接続されたバッファ手段としてのバッファ３６
４ｎとを有している。この可変抵抗素子３６４ｍとしては、シリアルデータを入力するこ
とによって所望の抵抗値を得ることができるポテンションメータなどを用いることが好ま
しい。以下では、可変抵抗素子３６４ｍとしてポテンションメータを用いた場合について
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説明する。
【０１１４】
  図３の説明に戻って階調電圧調整部３６ａの差動増幅回路３６５ａから説明する。差動
増幅回路３６５ａはその正極性入力端が調整電圧生成回路３６４の出力端とバッファ３６
２ａの出力端との接続点Ｅに接続され、その負極性入力端が抵抗を介して接地されている
。また、差動増幅回路３６５ｂはその正極性入力端が調整電圧生成回路３６４の出力端と
バッファ３６２ｂの出力端との接続点Ｆに接続され、その負極性入力端が抵抗を介して接
地されている。さらに、差動増幅回路３６５ｃがその正極性入力端が調整電圧生成回路３
６４の出力端とバッファ３６２ｃの出力端との接続点Ｇに接続され、その負極性入力端が
抵抗を介して接地されている。さらに、差動増幅回路３６５ｄはその正極性入力端が調整
電圧生成回路３６４の出力端とバッファ３６２ｄの出力端との接続点Ｈに接続され、その
負極性入力端が抵抗を介して接地されている。さらに、調整電圧生成回路３６４の出力端
と接続点Ｅ～Ｈとの間、バッファ３６２ａ～３６２ｄの出力端と接続点Ｅ～Ｈとの間、お
よび差動増幅回路３６５ａ～３６５ｄの出力端と負極性入力端との間にはそれぞれ抵抗が
設けられている。
【０１１５】
  差動増幅回路２６５ａの出力端は、第２の電圧分割回路３６３ａにおいて、対向電圧Ｖ
ｃｏｍに対して正極性の最大階調電圧ＶＨ０が出力される点Ｉに接続されており、差動増
幅回路３６５ｂの出力端は、第２の電圧分割回路３６３ａにおいて正極性の最小階調電圧
ＶＨ６３が出力される点Ｊに接続されている。
【０１１６】
　また、差動増幅回路３６５ｃの出力端は、第３の電圧分割回路３６３ｂにおいて、対向
電圧Ｖｃｏｍに対して負極性の最大階調電圧ＶＬ６３が出力される点Ｋに接続されており
、差動増幅回路３６５ｄの出力端は、第３の電圧分割回路３６３ｂにおいて負極性の最小
階調電圧ＶＬ０が出力される点Ｌに接続されている。
【０１１７】
　これにより、対向電圧Ｖｃｏｍに対して正極性の階調電圧のうち、電圧値が最大の階調
電圧ＶＨ０と最小の階調電圧ＶＨ６３、およびＶｃｏｍに対して負極性の階調電圧のうち
、電圧値が最大の階調電圧ＶＬ６３と最小の階調電圧ＶＬ０の電圧が調整される。
【０１１８】
　このように、階調電圧調整部３６ａは、任意の第Ｘ階調の正極性階調電圧ＶＨＸを間に
含む階調電圧範囲の最低値（階調電圧ＶＨ６３）と最高値（階調電圧ＶＨ０）を、階調電
圧範囲（ＶＨ６３～ＶＨ０）と共に電荷引き込み量ΔＶ（調整電圧Ｖａ）だけ高くなるよ
うにシフトさせ、また、任意の第Ｘ階調の負極性性階調電圧ＶＬＸを間に含む階調電圧範
囲の最低値（階調電圧ＶＬ０）と最高値（階調電圧ＶＬ６３）を階調電圧範囲（ＶＬ０～
ＶＬ６３）と共に電荷引き込み量ΔＶ（調整電圧Ｖａ）だけ高くなるようにシフトさせる
ことにより、各階調の正極性電圧と負極性電圧の電圧差を保持しかつ、正極性電圧と負極
性電圧の中心電位を電荷引き込み量ΔＶ（調整電圧Ｖａ）だけ高くなるように変化させて
いる。
【０１１９】
  上記構成により、以下に、本実施形態１の階調電圧生成回路３６の動作について説明す
る。
【０１２０】
  図４に示す調整電圧生成回路３６４では、階調電圧調整信号ＤＶによって可変抵抗素子
３６４ａの抵抗値が制御され、バッファ３６４ｎを介して調整電圧Ｖａが出力される。こ
のようにして、調整電圧生成回路３６４からは、階調電圧調整信号ＤＶに応じて、Ｖｈか
ら０Ｖまでの電圧値が調整電圧Ｖａとして選択的に出力される。
【０１２１】
  また、図３に示す差動増幅回路３６５ａ～３６５ｄでは、各階調電圧ＶＨ０、ＶＨ６３
、ＶＬ６３およびＶＬ０が調整電圧生成回路３６４からの出力調整電圧Ｖａだけ高くされ
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て出力される。これにより、調整用電圧生成回路３６４によって生成される調整電圧Ｖａ
（電荷引き込み量ΔＶ）だけ、ＶＨ０、ＶＨ６３、ＶＬ０およびＶＬ６３がそれぞれ均等
に高い方にシフトされるため、各階調の正極性電圧と負極性電圧の電圧差は保持されて、
正極性電圧と負極性電圧の中心電位（以下、センター値）のみを変化させることができる
。例えば、ＶＨ２０－ＶＬ２０は電圧調整前と同様に保持されて、階調特性を変動させる
ことなく、ＶＨ２０とＶＬ２０のセンター値のみを変化させることができる。
【０１２２】
  このような階調電圧生成回路３６をソースドライバ３毎に設けて、コントロールＩＣ４
から各ソースドライバ３に異なった階調電圧調整信号ＤＶを供給することによって、ソー
スドライバ３単位で異なった正負極性階調電圧のセンター値を設定することが可能となる
。
【０１２３】
  したがって、本実施形態１によれば、上記フリッカ現象（１）の要因であるゲート走査
線方向の電荷引き込み量ΔＶの傾斜に合わせて、ソースドライバ３単位で正極性階調電圧
および負極性階調電圧を、対応するソース信号線に接続された絵素部の電荷引き込み量Δ
Ｖだけ増加させて、正負極性階調電圧のセンター値を調整することによって、階調特性を
変動させることなく、フリッカ現象（１）を低減させることができる。
【０１２４】
  また、本実施形態１によれば、上記フリッカ現象（２）の要因である複数領域分割転写
により生じる電荷引き込み量ΔＶのパネル面内偏差が水平方向の偏差である場合に、転写
ブロックの水平方向の電荷引き込み量ΔＶの偏差に合わせて、ソースドライバ単位で正極
性階調電圧および負極性階調電圧を対応するソース信号線に接続された絵素部の電荷引き
込み量Δだけ増加させて、正負極性階調電圧のセンター値を調整することによって、階調
特性を変動させることなく、フリッカ現象（２）を低減させることができる。
【０１２５】
  以下に、本実施形態１の液晶表示装置１０において、電荷引き込み量ΔＶの水平方向の
傾斜に起因するフリッカ現象の低減方法に関し、電荷引き込み量ΔＶの水平方向の傾斜に
対して補正が可能であることについて、図５の事例を用いて詳細に説明する。
【０１２６】
　図５に、液晶パネル１の水平方向（ｘ方向）の階調電圧値を示している。
【０１２７】
  図５に示す第Ａライン目において、フリッカ現象が最小となる正負極性階調電圧のセン
ター値が図５中の一点鎖線上にある場合について考える。
【０１２８】
  階調電圧調整機能を有さない従来の液晶表示装置では、液晶パネル１の表示画面内のい
ずれか一点でフリッカが目視されないように調整することしかできなかった。よって、例
えば図５中に点線で示すように、パネル中央で調整した場合には、パネル左右において図
５中のΔＶｌおよびΔＶｒだけ正極性電圧と負極性電圧の平衡が崩れ、フリッカ現象が発
生する。
【０１２９】
  これに対して、ソースドライバ３毎に階調電圧調整機能を設けた本実施形態１の液晶表
示装置１０によれば、図５中に実線で示すように、ソースドライバ３単位で正負極性階調
電圧のセンター値を最適な値に設定することができるため、フリッカ現象を大幅に低減さ
せることが可能となる。
【０１３０】
  本実施形態１では、前述したようにソースドライバ３単位で正負極性階調電圧のセンタ
ー値を最適な値に設定することに限らず、例えば水平帰線期間内にコントロールＩＣ４か
ら調整電圧調整部３６ａに対して階調電圧調整信号ＤＶを供給することによって、１フレ
ーム内において１水平ラインまたは複数水平ライン毎に、正負極性階調電圧のセンター値
を設定することが可能となる。
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【０１３１】
  これにより、上記フリッカ現象（２）の要因である複数領域分割転写により生じる電荷
引き込み量ΔＶのパネル面内偏差が垂直方向の偏差であっても、転写ブロックの垂直方向
の電荷引き込み量ΔＶの偏差に合わせて、１フレーム内において１水平ラインまたは複数
水平ライン毎に正極性階調電圧および負極性階調電圧を対応するゲート信号線に接続され
た絵素部の電荷引き込み量ΔＶだけ増加させて、正負極性階調電圧のセンター値を調整す
ることによって、階調特性を変動させることなく、フリッカ現象（２）を低減させること
ができる。
【０１３２】
  以下に、本実施形態１の液晶表示装置１０において、電荷引き込み量ΔＶの垂直方向の
傾斜に起因するフリッカ現象の低減方法に関し、電荷引き込み量ΔＶの垂直方向の傾斜に
対して補正が可能であることについて、図６の事例を用いて詳細に説明する。
【０１３３】
　図６には、液晶パネル１の垂直方向（ｙ方向）の階調電圧値を示している。
【０１３４】
  図６に示す第Ｂライン目において、フリッカ現象が最小となる正負極性階調電圧のセン
ター値が図６中の一点鎖線上にある場合について考える。
【０１３５】
  本実施形態１の階調電圧調整機能を有さない従来の液晶表示装置では、パネル面内のい
ずれか一点でフリッカが目視されないように調整することしかできない。よって、例えば
図６中に点線で示すように、パネル中央で調整した場合には、転写ブロックが異なる領域
において図６中のΔＶｕおよびΔＶｄだけ正極性電圧と負極性電圧の平衡が崩れ、フリッ
カ現象が発生してしまう。
【０１３６】
  これに対して、１フレーム内で１水平ラインまたは複数水平ライン毎に正負極性階調電
圧のセンター値を変化可能とした本実施形態１では、図６中に実線で示すように、正負極
性階調電圧のセンター値を最適な値に設定することができるため、フリッカ現象を大幅に
低減させることが可能となる。これは、例えばソースドライバ２毎に、正負極性階調電圧
のセンター値を最適な値に設定するようにしてもよい。
【０１３７】
  以上のように、本実施形態１によれば、ソースドライバ３毎に、または、１水平ライン
あるいは複数水平ライン毎に、正負極性階調電圧のセンター値を電圧調整可能な構造を液
晶表示装置１０に設けることによって、階調特性を変動させることなく、パネル面内全面
のフリッカ現象を低減させることができる。
【０１３８】
  （実施形態２）
　電荷引き込み量ΔＶはパネル面内で偏差を有しているが、ＴＦＴ素子のドレイン領域に
印加される階調電圧値に対して偏差（階調電圧毎の偏差）を有しており、一般に、この偏
差はω値と呼ばれる。上記実施形態１のように、階調電圧ＶＨ０、ＶＨ６３、ＶＬ０およ
びＶＬ６３を全て同電位の調整電圧Ｖａだけ増加・調整することによってフリッカ現象を
低減することが可能であるが、さらに、自由度が高い階調電圧調整機能によりω値に対す
る補正をも行えるようにすることによって、更なるフリッカ現象の低減が可能となる。
【０１３９】
  そこで、本実施形態２では、階調電圧毎の偏差であるω値に対する補正を可能とした液
晶表示装置１０Ｂについて説明する。
【０１４０】
  図７は、本発明の実施形態２の液晶表示装置１０Ｂ（図１参照）における階調電圧生成
回路３６Ｂの構成例を示す回路図である。
【０１４１】
  図７において、階調電圧生成回路３６Ｂは、正負の基準電圧ＶＬＳとＧＮＤから正負の
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複数の参照電圧（所定の参照電圧）を生成する第４の電圧分割回路３６１ｂと、複数の参
照電圧のいずれかを一時記憶するバッファ３６２ａ～３６２ｆと、コントロールＩＣ４か
ら供給される階調電圧調整信号ＤＶ０、ＤＶＸおよびＤＶ６３に応じて階調毎に独立した
調整電圧を生成する調整電圧生成回路３６４ａ～３６４ｃと、調整電圧生成回路３６４ａ
～３６４ｃのいずれかからの調整電圧とバッファ３６２ａ～３６２ｆのいずれかからの出
力電圧との加算値を差動増幅する差動増幅回路３６５ａ～３６５ｆと、正極性の参照電圧
を用いて正極性の階調電圧ＶＨ０～ＶＨ６３を生成する第５の電圧分割回路３６３ｃと、
負極性の参照電圧を用いて負極性の階調電圧ＶＬ６３～ＶＬ０を生成する第６の電圧分割
回路３６３ｄとを有している。これらの調整電圧生成回路３６４ａ～３６４ｃおよび差動
増幅回路３６５ａ～３６５ｆにより階調電圧調整部３６ｂが構成されている。
【０１４２】
  調整電圧生成回路３６４ａ～３６４ｃは、階調特性に変化を与えないために、図３の調
整電圧生成回路３６４の場合と同様に、同階調の正極性階調電圧と負極性階調電圧は、階
調電圧調整時に同じ電圧値（電荷引き込み量ΔＶ）が増加され、正極性階調電圧と負極性
階調電圧の電圧差を一定に維持しながら、正負極性階調電圧のセンター値が電圧調整され
る。例えば、任意の第Ｘ階調の正極性電圧ＶＨ（Ｘ）および負極性電圧ＶＬ（Ｘ）におい
て、ＶＨ（Ｘ）－ＶＬ（Ｘ）の電圧値は一定に固定したまま、ＶＨ（Ｘ）およびＶＬ（Ｘ
）を出力調整電圧Ｖａだけ電圧値を増加させることによって、ＶＨ（Ｘ）とＶＬ（Ｘ）の
センター値のみを変化させることができる。
【０１４３】
  差動増幅回路３６５ａはその正極性入力端が調整電圧生成回路３６４ａの出力端と、正
の最大参照電圧が出力されるバッファ３６２ａの出力端との接続点Ａ１に接続され、その
負極性入力端が抵抗を介して接地されている。また、差動増幅回路３６５ｂはその正極性
入力端が調整電圧生成回路３６４ｂの出力端と、正の中間参照電圧が出力されるバッファ
３６２ｂの出力端との接続点Ｂ１に接続され、その負極性入力端が抵抗を介して接地され
ている。さらに、差動増幅回路３６５ｃはその正極性入力端が調整電圧生成回路３６４ｃ
の出力端と、正の最小参照電圧が出力されるバッファ３６２ｃの出力端との接続点Ｃ１に
接続され、その負極性入力端が抵抗を介して接地されている。
【０１４４】
　また、差動増幅回路３６５ｄはその正極性入力端が調整電圧生成回路３６４ｃの出力端
と、負の最大参照電圧が出力されるバッファ３６２ｄの出力端との接続点Ｄ１に接続され
、その負極性入力端が抵抗を介して接地されている。また、差動増幅回路３６５ｅはその
正極性入力端が調整電圧生成回路３６４ｂの出力端と、負の中間参照電圧が出力されるバ
ッファ３６２ｅの出力端との接続点Ｅ１に接続され、その負極性入力端が抵抗を接地され
ている。さらに、差動増幅回路３６５Ｆはその正極性入力端が調整電圧生成回路３６４ａ
の出力端と、負の最小参照電圧が出力されるバッファ３６２ｆの出力端との接続点Ｆ１に
接続され、その負極性入力端が抵抗を介して接地されている。
【０１４５】
　さらに、調整電圧生成回路３６４ａ～３６４ｃの各出力端と接続点Ａ～Ｆとの各間、バ
ッファ３６２ａ～３６２ｆの各出力端と接続点Ａ～Ｆとの各間、差動増幅回路３６５ａ～
３６５ｆの各出力端と各負極性入力端との各間にはそれぞれ抵抗が設けられている。
【０１４６】
  差動増幅回路３６５ａの出力端は、第５の電圧分割回路３６３ｃにおいて、対向電圧Ｖ
ｃｏｍに対して正極性の最大階調電圧ＶＨ０が出力される点Ｇ１に接続されており、差動
増幅回路３６５ｂの出力端は、第５の電圧分割回路３６３ｃにおいて、正極性の中間階調
電圧ＶＨ（Ｘ）が出力される点Ｈ１に接続されており、差動増幅回路３６５ｃの出力端は
、第５の電圧分割回路３６３ｃにおいて、正極性の最小階調電圧ＶＨ６３が出力される点
Ｉ１に接続されている。
【０１４７】
　また、差動増幅回路３６５ｄの出力端は、第６の電圧分割回路３６３ｄにおいて、対向
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電圧Ｖｃｏｍに対して負極性の最大階調電圧ＶＬ６３が出力される点Ｊ１に接続されてお
り、差動増幅回路３６５ｅの出力端は、第６の電圧分割回路３６３ｄにおいて、負極性の
中間階調電圧ＶＬ（Ｘ）が出力される点Ｋ１に接続されており、差動増幅回路３６５ｆの
出力端は、第６の電圧分割回路３６３ｄにおいて、負極性の最小階調電圧ＶＬ０が出力さ
れる点Ｌ１に接続されている。
【０１４８】
　これにより、対向電圧Ｖｃｏｍに対して正極性の階調電圧のうち、電圧値が最大の階調
電圧ＶＨ０と中間の階調電圧ＶＨ（Ｘ）と最小の階調電圧ＶＨ６３、および、Ｖｃｏｍに
対して負極性の階調電圧のうち、電圧値が最大の階調電圧ＶＬ６３と中間の階調電圧ＶＬ
（Ｘ）と最小の階調電圧ＶＬ０の電圧が階調毎に調整されている。
【０１４９】
  以上のように、本実施形態２によれば、各階調毎に独立して正負極性階調電圧のセンタ
ー値を調整することが可能となるため、各階調間で電荷引き込み量ΔＶに偏差（ω値）が
存在するか、あるいは各階調間でフリッカ現象が最小となる正負極性階調電圧のセンター
値に偏差（ω値）が存在する場合においても、各階調に対してそれぞれ異なった階調電圧
調整信号ＤＶ０、ＤＶＸおよびＤＶ６３を入力することによって、フリッカ現象を更に低
減させることができる。
【０１５０】
  なお、図７の事例では、第０階調、第Ｘ階調および第６３階調の三つの階調に対して階
調電圧調整機能を設けているが、必ずしも三つである必要はなく、これ以上のより多くの
階調に対して階調電圧調整機能を設けることによって、各階調間で生じる偏差に対してよ
り詳細に調整を行うことも可能である。
（実施形態３）
  上記図２に示すソースドライバ３では、本発明の階調電圧調整機能を付加するために、
階調電圧調整信号ＤＶを伝送するために階調電圧調整信号伝送ラインおよび階調電圧調整
信号入力端子を少なくとも一つずつ追加する必要がある。例えば上記実施形態１のように
階調電圧調整信号ＤＶをコントロールＩＣ４から各ソースドライバ３にそれぞれ供給する
ためには、その伝送ラインおよび入力端子を一つずつ追加する必要があり、上記実施形態
２のようにコントロールＩＣ４から階調電圧調整信号ＤＶ０、ＤＶＸおよびＤＶ６３を供
給する場合には、伝送ラインおよび入力端子を三つずつ追加する必要がある。
【０１５１】
  しかしながら、駆動回路基板の配線状況を考えると、伝送ラインおよび入力端子の増加
は極力少ない方が好ましい。よって、本実施形態３では、伝送ラインおよびその入力端子
の追加なしに階調電圧調整機能をソースドライバに付加することが可能な液晶表示装置に
ついて説明する。
【０１５２】
  一般に、帰線期間は非表示期間であるため、映像データ信号を伝送する必要はない。そ
こで、本実施形態３では、図８に示すソースドライバの構造を採用することによって、帰
線期間中に映像信号伝送ラインを階調電圧調整信号伝送ラインとして代用し、伝送ライン
の削減を図っている。この場合について図８を用いて詳細に説明する。
【０１５３】
  図８は、本発明の実施形態３の液晶表示装置におけるソースドライバの構成例を示すブ
ロック図である。
【０１５４】
  図８に示すように、ソースドライバ３Ｃは、図２に示すソースドライバ３Ｂに加えて、
映像データ信号ＤＲ、ＤＧおよびＤＢと階調電圧調整信号ＤＶ０、ＤＶＸおよびＤＶ６３
とのうち、表示期間（非帰線期間）には映像データ信号ＤＲ、ＤＧおよびＤＢを選択して
入力ラッチ回路３２に供給し、また、非表示期間（帰線期間）には階調電圧調整信号ＤＶ
０、ＤＶＸおよびＤＶ６３を選択して階調電圧調整部３６ｂに供給するセレクタ回路３９
ａと、コントロールＩＣ４から供給されるラッチ信号ＬＳとスタートパルスＳＰとに応じ
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てセレクタ回路制御信号Ｓｓを生成するセレクタ回路制御信号生成回路３９ｂとを有して
いる。
【０１５５】
  図９は、図８のラッチ信号ＬＳ、スタートパルスＳＰおよびセレクタ回路制御信号Ｓｓ
の信号波形図である。
【０１５６】
　セレクタ回路制御信号生成回路３９ｂは、図９に示すように、ラッチ信号ＬＳの立ち下
がり時に立ち上がり、スタートパルスＳＰ立ち上がり時に立ち下がるセレクタ回路制御信
号Ｓｓが生成される。セレクタ回路制御信号ＳｓがＯＮ状態（ハイレベル）のときは帰線
期間を示し、セレクタ回路制御信号ＳｓがＯＦＦ状態（ローレベル）のときは非帰線期間
を示し、この非帰線期間（表示期間）でコントロールＩＣ４からソースドライバ３Ｃに対
して映像データ信号ＤＲ、ＤＧおよびＤＢが伝送され、帰線期間（非表示期間）でコント
ロールＩＣ４からソースドライバ３Ｃに対して階調電圧調整信号ＤＶ０、ＤＶＸおよびＤ
Ｖ６３が伝送されている。
【０１５７】
  図１０は、図８のセレクタ回路３９ａの構成例を示す回路図である。
【０１５８】
  図１０に示すように、セレクタ回路３９ａは、非帰線期間に映像データ信号ＤＲ、ＤＧ
およびＤＢが伝送され、帰線期間に階調電圧調整信号ＤＶ０、ＤＶＸおよびＤＶ６３が伝
送されてくる入力信号に対して、セレクタ回路制御信号Ｓｓと同期して出力端子が選択さ
れて、入力信号が分岐される。セレクタ回路制御信号ＳｓがＯＦＦ状態（非帰線期間）時
には、入力される映像データ信号ＤＲ、ＤＧおよびＤＢが入力ラッチ回路３２側に出力さ
れ、セレクタ回路制御信号ＳｓがＯＮ状態（帰線期間）時には、同じ伝送ラインから入力
される階調電圧調整信号ＤＶ０、ＤＶＸおよびＤＶ６３が階調電圧調整部３６ｂ側に出力
される。
【０１５９】
  図１１は、図８のソースドライバ３Ｃを有する液晶表示装置１０Ｃの構成例を示すブロ
ック図である。
【０１６０】
　図１１に示すように、コントロールＩＣ４からソースドライバ３Ｃに映像信号用伝送ラ
イン５を用いて非帰線期間に映像データ信号ＤＲ，ＤＧおよびＤＢを伝送し、帰線期間に
階調電圧調整信号ＤＶを伝送することにより、駆動回路上の伝送ラインおよびドライバ入
力端子の新たな追加なしに、本発明の階調電圧調整機能を付加したソースドライバ３Ｃを
実現することができる。
【０１６１】
　以上により、上記実施形態１～３によれば、各ソースドライバ３，３Ｂまたは３Ｃ内の
階調電圧生成回路３６または３６Ｂに、第Ｘ階調の正極性階調電圧ＶＨＸおよび第Ｘ階調
の負極性階調電圧ＶＬＸを電荷引き込み量Δだけ同時に増加させる階調電圧調整部３６ａ
または３６ｂを設けている。ゲート信号線方向の電荷引き込み量ΔＶの傾斜に合わせて、
ドライバ単位で正負極性階調電圧のセンター値を調整することによって、階調特性を変動
させることなく、フリッカ現象を抑制することができる。また、転写ブロックにおける電
荷引き込み量ΔＶの水平方向および垂直方向の偏差に合わせて、１フレーム内で１ライン
または複数ライン毎に正負極性階調電圧のセンター値を調整することによって、階調特性
を変動させることなく、フリッカ現象を抑制することができる。
【０１６２】
　なお、上記実施形態１～３では、各ソースドライバ３，３Ｂまたは３Ｃ内の階調電圧生
成回路３６または３６Ｂにそれぞれ、任意の第Ｘ階調の正極性階調電圧ＶＨ（Ｘ）および
該第Ｘ階調の負極性階調電圧ＶＬ（Ｘ）を、対応する映像信号線に接続された各絵素部の
電荷引き込み量ΔＶだけ同時に増加させて電圧調整する階調電圧調整部３６ａまたは３６
ｂが設けられた場合について説明したが、これに限らず、階調電圧生成回路３６または３
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６Ｂは、各ソースドライバ３，３Ｂまたは３Ｃ内にある必要はなく、制御手段としてのコ
ントロールＩＣ４内に設けられていてもよい。この場合には、階調電圧調整信号および映
像データ信号の代わりに映像信号としての表示用の階調信号が各ソースドライバ３，３Ｂ
または３Ｃに伝送される。
【０１６３】
　また、上記実施形態１～３では、階調電圧調整部３６ａまたは３６ｂが、図６にも示す
ように、１フレーム内において一または複数の走査信号線毎に、またはゲートドライバ２
単位で、第Ｘ階調の正極性階調電圧ＶＨ（Ｘ）および第Ｘ階調の負極性階調電圧ＶＬ（Ｘ
）を、対応する走査信号線に接続された絵素部の電荷引き込み量ΔＶだけ同時に増加させ
て電圧調整する場合について説明したが、この場合、１フレーム内において一または複数
の走査信号線の選択駆動タイミング毎に、または一または複数の走査信号線を選択駆動す
る各ゲートドライバ２の駆動タイミング単位で、各ソースドライバ３から各映像信号線に
供給される表示用の階調電圧（映像信号）に加算されている電荷引き込み量ΔＶ（調整電
圧Ｖａ）を、対応する走査信号線に接続された絵素部の電荷引き込み量ΔＶに最適なよう
に時間軸で変化させるようになっている。
【０１６４】
　さらに、調整電圧Ｖａについて説明すると、実際のシフトする電圧量は式１に示す電荷
引き込み量ΔＶと等しい値に限るものではなく、基準階調電圧の正極性・負極性のセンタ
ー値の初期設定値と電荷引き込み量ΔVに依存する調整電圧値である。このため、シフト
する電荷量は「電荷引き込み量ΔV」に限らず、図４の調整電圧Ｖａとなる。
【０１６５】
　したがって、調整電圧は、画面フリッカ低減用の調整電圧であって、基準階調電圧の正
極性階調電圧と負極性階調電圧のセンター値を所定電圧だけシフトさせるための調整電圧
である。
【０１６６】
  もちろん、この調整電圧は電荷引き込み量ΔＶまたはこれに対応した電圧であってもよ
い。電荷引き込み量ΔＶは、絵素電極の液晶容量Ｃｌｃ、これに接続された補助容量Ｃｓ
、スイッチ素子のトランジスタゲート・ドレイン間の寄生容量Ｃｇｄ、該走査信号線のゲ
ートハイ電圧ＶＧＨ、該走査信号線のゲートロー電圧ＶＧＬとして、次の式１に示すよう
に、
  ΔＶ＝｛Ｃｇｄ／（Ｃｇｄ＋Ｃｌｃ＋Ｃｓ）｝×（ＶＧＨ－ＶＧＬ）
　である。
【０１６７】
　以上のように、本発明の好ましい実施形態１～３を用いて本発明を例示してきたが、本
発明は、この実施形態１～３に限定して解釈されるべきものではない。本発明は、特許請
求の範囲によってのみその範囲が解釈されるべきであることが理解される。当業者は、本
発明の具体的な好ましい実施形態１～３の記載から、本発明の記載および技術常識に基づ
いて等価な範囲を実施することができることが理解される。本明細書において引用した特
許、特許出願および文献は、その内容自体が具体的に本明細書に記載されているのと同様
にその内容が本明細書に対する参考として援用されるべきであることが理解される。
【産業上の利用可能性】
【０１６８】
  本発明は、例えばテレビジョン装置のディスプレイやパーソナルコンピュータのモニタ
などの表示画面に用いられるアクティブマトリクス型などの液晶表示装置およびこれに用
いる液晶表示駆動回路の分野において、階調電圧生成回路に階調電圧調整部を設けて、第
Ｘ階調の正極性階調電圧ＶＨＸおよび第Ｘ階調の負極性階調電圧ＶＬＸを電荷引き込み量
Δだけ同時に増加させることによって、階調特性を変化させることなく、パネル面内全体
のフリッカ現象を抑制して、良好な表示状態を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【０１６９】
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【図１】本発明の実施形態１に係る液晶表示装置の構成例を示すブロック図である。
【図２】図１の液晶表示装置におけるソースドライバの構成例を示すブロック図である。
【図３】図２のソースドライバにおける階調電圧生成回路の構成例を示す回路図である。
【図４】図３の調整電圧生成回路の構成例を示す回路図である。
【図５】本発明の実施形態１において、電荷引き込み量ΔＶの水平方向の偏差に起因する
フリッカ現象の低減方法を説明するための図である。
【図６】本発明の実施形態１において、電荷引き込み量ΔＶの垂直方向の傾斜に起因する
フリッカ現象の低減方法を説明するための図である。
【図７】本発明の実施形態２の液晶表示装置における階調電圧生成回路の構成例を示す回
路図である。
【図８】本発明の実施形態３の液晶表示装置におけるソースドライバの構成例を示すブロ
ック図である。
【図９】図８のラッチ信号ＬＳ、スタートパルスＳＰおよびセレクタ回路制御信号Ｓｓの
信号波形図である。
【図１０】図８のセレクタ回路の構成例を示す回路図である。
【図１１】図８のソースドライバを有する液晶表示装置の構成例を示すブロック図である
。
【符号の説明】
【０１７０】
　１　液晶パネル
  ２  ゲートドライバ
  ３，３Ｂ，３Ｃ  ソースドライバ
  ３１  シフトレジスタ回路
  ３２  入力ラッチ回路
  ３３  サンプリングメモリ回路
  ３４  ホールドメモリ回路
  ３５  レベルシフタ回路
  ３６  階調電圧生成回路
  ３６ａ，３６ｂ  階調電圧調整部
  ３６１  第１の電圧分割回路
  ３６１ｂ  第４の電圧分割回路
  ３６２ａ～３６２ｆ  バッファ 
  ３６３ａ  第２の電圧分割回路
  ３６３ｂ  第３の電圧分割回路
  ３６３ｃ  第５の電圧分割回路
  ３６３ｄ  第６の電圧分割回路
  ３６４，３６４ａ～３６４ｃ  階調電圧生成回路
  ３６４ｍ  可変抵抗素子
  ３６４ｎ  バッファ
  ３６５ａ～３６５ｆ  差動増幅回路
  ３７  ＤＡ変換回路
  ３８  出力回路
  ３９ａ  セレクタ回路
  ３９ｂ  セレクタ回路制御信号生成回路
  ４  コントロールＩＣ
　１０，１０Ｂ、１０Ｃ　液晶表示装置
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